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※注意







この書籍は「アドベンチャーゲームブック　vol.1　メインストーリー」の後日譚です。







「アドベンチャーゲームブック」シリーズとなっておりますが、文中に選択肢はございません。







メインストーリーから続けてお読み頂けると、さらにお楽しみ頂けます。
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第１章









　──名門・神九条家が支配する財閥企業「三響」。

　三匹の獣たちによって支配される、金と愛欲と陰謀の城である──。




　私はその獣の巣窟で、晴れて神九条家の三男・秋善常務取締役の第一秘書となった。

　しかし当初の目的を果たして、喜びに浸っていたのも束の間──。

　私はすぐに深い悲しみの井戸の底へと、突き落されることになった。




【里奈】

（伯父さん‥‥。私は何もしてあげられなかった‥‥）

（取締役に３千万円の小切手を貰って、やっと手術費の目処が立ったというのに‥‥）




　伯父・鳩野の突然の死去から、数日後──。

　今朝も私は、まだ癒えぬ悲しみを胸に秘めながら出社した。

　秘書室へ行こうと廊下を歩いていた私は、少し前に古泉相談役に言われたことを、ふと思い出した。




【古泉】

（‥‥これは警告だ。）




【里奈】

（警告‥‥？）




【古泉】

（‥‥私は君の正体を知っている）




【里奈】

（え‥‥!?）




【古泉】

（なるべく早く会社を辞めてもらいたい）




【里奈】

（古泉相談役のあの警告も、気になる‥‥）

（相談役は私の経歴を一体どこまで、知っているんだろう？）

（せっかく第一秘書になれたってのに、まったく気分が晴れないな‥‥）




　──私はうつむきがちに、秘書室へ向かって歩き出した。

　しかしすぐに、前方に冬哉部長の姿を見つけて立ち止まった。




【里奈】

「あっ、冬哉部長‥‥」




　部長は見慣れない青年を、隣に連れている。




【冬哉】

「‥‥水之瀬さんか」




【里奈】

（この表情‥‥。もう私には興味が無いって顔だな‥‥）




　私はとっさに、部長の中にある冷ややかな感情を読み取った。




【里奈】

（それも仕方ないか‥‥）




　冬哉部長から持ちかけられた、報酬１億円の裏の仕事──。

　「三響不動産の予算を未達成にする」という仕事を、私は結果的に反故にしたのだ。




【冬哉】

「ちょうど良かった。水之瀬さんにも紹介しておくよ」




【里奈】

「はい‥‥？」




　冬哉部長が、青年を手招きする。




【冬哉】

「彼は先日、三響の人事部に配属されたばかりの青木雄大君だ」




【青木】

「青木雄大と申します。まだ分からない事ばかりですが、どうぞよろしくお願いします」




　青木と呼ばれた青年が、私に向かって礼儀正しく頭を下げる。




【里奈】

「秘書課の水之瀬里奈です。よろしく‥‥」




【冬哉】

「‥‥じゃあ青木君、行こうか？」




【青木】

「はい‥‥！」




　青木さんはニコッと爽やかな笑みを私に向けると、冬哉部長と共に廊下を歩いていった。




【里奈】

（まだ何も知らない、新入社員‥‥）

（彼もこれから、この獣の巣窟で生きていくことの厳しさを知るんだろうな）




　──私は複雑な思いで、２人の背中を見送った。




　──秘書室でいつも通りに業務を始めようとすると、夏妃子課長が近づいて来た。




【夏妃子】

「水之瀬さん、ちょっといいかしら？」




【里奈】

「はい、何でしょう？」




【夏妃子】

「この資料、午後の定例会議で使うのよ。お昼までにまとめとておいてくれる？」




【里奈】

「はい‥‥」




【夏妃子】

「雪があんなことになってしまって、今はとにかく人手が足りないのよ。アナタにもフル稼働してもらうから、そのつもりでね」




　課長が物憂げにため息をついて、長い髪をかき上げる。




【里奈】

（そう言えば雪さんの死も、謎の部分が多いんだよね‥‥）







【雪】

（‥‥何かあったら相談してね）

（私にできることがあったら、何でもするから）







【里奈】

（表向きは事故死ってことになってるけど、真相は闇の中‥‥）

（最近‥‥悲しいことが立て続けに続いて、なんだか疲れたな）




【夏妃子】

「‥‥ちょっとアナタ、アタシの話聞いてる？」




【里奈】

「えっ？　はい、聞いてます」




【夏妃子】

「本当かしら。注意力散漫じゃない？」




【里奈】

「すみません‥‥」




　私があわてて頭を下げると、一宮さんがこちらへ近づいて来た。




【百合】

「課長、ちょっと‥‥」




【夏妃子】

「‥‥百合ちゃん、どうしたの？」




　一宮さんは私の顔色をちらちら伺いながら、課長に耳打ちした。




【百合】

「‥‥だから、あまりそういう言い方は‥‥」




【夏妃子】

「ああ‥‥そうだったわね」




　──夏妃子課長は私に向き直り、気まずそうに咳払いした。




【夏妃子】

「ちょっと、きつく言い過ぎたかもしれないわね。アナタも伯父さまを亡くされたばかりで、大変な時期ですものね」




【里奈】

「いえ、それは‥‥もう大丈夫です」




【夏妃子】

「とにかく‥‥気遣いが足りなくて申し訳なかったわ。書類はアナタに任せたから、できるだけ急いでね？」




【里奈】

「分かりました。すぐに掛かります」




　課長はこくりと頷き、一宮さんと一緒に歩き去った。




【里奈】

（これ以上、周りに迷惑かける訳にもいかない‥‥）




　私は気を取り直して、集中して資料作成を始めた。

　──しばらく作業に没頭していると、ふたたび課長から声が掛かった。




【夏妃子】

「水之瀬さん、どう？　進んでる？」




【里奈】

「はい。もうすぐ終わります」




【夏妃子】

「それなら‥‥備品のホチキスの針が切れちゃったみたいだから、外で買ってきてくれない？」




【里奈】

「はい、分かりました」




　私はひとまず作業を中断して、席を立った。




【夏妃子】

「ああ、緊急って訳ではないから。ゆっくりでいいわよ」




【里奈】

「はい‥‥」

（課長‥‥もしかして外で気分転換して来いって、気を遣ってくれたのかな？）

（いつもだったら、早くって急かすばかりなのに‥‥）




　私は素知らぬ顔をしている課長に頭を下げて、秘書室を出た。

　会社近くの文房具屋で、ホチキスの針を買った後──。

　私は外で少し散歩をしてから、再び会社に戻ろうとしていた。




【里奈】

（夏妃子課長が、せっかく気を利かせてくれたけど‥‥）

（やっぱりすぐに、気持ちが軽くなるはずもないか‥‥）




　私は陰鬱とした気分を引きずったまま、会社入口に向かって歩いていた。

　すると背後で、人の気配がする。

　私が振り返ろうとした、その時──。

　肩越しにいきなり大きな手が伸びてきて、私の両目を覆った。




【里奈】

「‥‥きゃっ！」
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　視界が真っ暗になるのと同時に、シトラスの香りがふわりと漂い、私の鼻孔をくすぐった。




【里奈】

（シトラス‥‥この香水は‥‥秋善取締役？）

「取締役、驚かさないでくださいよ？」




【？？】

「んん？　誰が取締役だって？」




【里奈】

「とぼけたってダメですよ。ちゃんと分かりますから」




【？？】

「見えてないのに、なぜ分かるんだよ？」




【里奈】

「なぜって、それは‥‥。肌のぬくもりで分かりました」




【？？】

「里奈‥‥。嬉しい事言ってくれるじゃねえか？　そんなに俺のぬくもりが恋しいのかよ？」




【里奈】

「別に、そういう訳ではないですけど‥‥」




【？？】

「相変わらずお前は、素直じゃねえな？」




　取締役が目隠ししていた手をパッと離して、私の肩を抱き寄せる。




【秋善】

「ははっ。バレちゃあしょうがねえ。正解、俺だよ、俺！」




【里奈】

「あまり、ふざけないでください」




【秋善】

「‥‥あれ。何か調子狂うな？　もっとこう、喜んで乗ってくれると思ったのによ？」




　私が何も言わずにため息で答えると、取締役は気まずそうに頭をかいた。




【秋善】

「‥‥すまん。もしかして‥‥伯父さんのことか？」




【里奈】

「え？　ああ、はい‥‥」




　図星をつかれて、私は思わず言葉を濁す。

　取締役はそんな私を見て、深いため息を漏らした。




【秋善】

「‥‥ちょっと取締役室に寄っていけよ。話をしよう」




　──私が無言のままこくりと頷いたところで、エレベーターが止まり、静かにドアが開いた。

　取締役室に通された私は、取締役に勧められてソファに腰掛けた。




【秋善】

「伯父さんの件は‥‥本当にすまなかった。何の力にもなってやれなかったな」




【里奈】

「いえ、そんなことはないです。取締役には高額の手術費まで捻出して頂いたし‥‥」




【秋善】

「まあ、その話は‥‥ちょっと置いておこうぜ。お前に、これを見せたかったんだ」




　取締役はフッと微笑を浮かべて、テーブルの上に書類を置いた。




【里奈】

「これは‥‥？」




【秋善】

「ようやく動き出した『銀座ゴッドパレス計画』の一部だよ」




　取締役が得意げに鼻を鳴らして、私の隣に腰を下ろす。




【里奈】

「私が見てもいいんですか？」




【秋善】

「もちろん。とにかく見てみろよ」




　書類を手に取って目を通してみると、景気のいい数字が並んでいた。




【里奈】

「これは‥‥凄いですね。各エリアで売上が軒並み上がってる‥‥」




【秋善】

「だろ？　まさしく好調な滑り出しってやつだな」




　取締役は書類の束を手の甲でポンと叩いて、高らかに笑った。




【里奈】

「プロジェクトがうまく行きそうで良かったですね」




【秋善】

「ああ‥‥。嬉しいよ」




　取締役が私の手を取って、膝の上でしっかりと握る。




【秋善】

「ついこないだまでは予算未達成になるかもしれないって、ビクビクしてたんだからな」




【里奈】

「そうでしたね‥‥」




【秋善】

「でもよ‥‥今はこうして心から笑えてるんだ。里奈‥‥人生には、良い時もあれば悪い時もある。山あり谷ありってやつだな」




　取締役が私の手を、さらに強く握る。




【秋善】

「今は確かに辛いかもしれねえけど、そのうちに必ず良いことがあるから」

「だから‥‥な？　お前もウジウジしてねえで、元気出せよ？」




【里奈】

「取締役‥‥」




　──思いがけない取締役の優しい言葉と励ましに、つい目頭が熱くなる。




【里奈】

「取締役‥‥私‥‥」




【秋善】

「‥‥どうした？　お前、まさか泣いてんのか？」




　取締役が身を乗り出して、私の顔を覗き込む。




【里奈】

「いえ、あの‥‥これは‥‥。優しさが嬉しくて‥‥」




【秋善】

「‥‥そうか」




　取締役は優しげな笑みを浮かべて、私の手をしっかり握り直した。




【秋善】

「泣きたい時は、思い切り泣けよ」




【里奈】

「‥‥取締役‥‥」




　私がうつむいて涙を拭うと、取締役は私の肩にそっと腕を回した。




【秋善】

「里奈‥‥」




【里奈】

「えっ‥‥？」




　取締役はそのまま体重を掛けてきて、私をソファの上に押し倒した。




【里奈】

「と‥‥取締役‥‥！」




　私の上に覆いかぶさった取締役が、獣のように荒々しい息を吐きながら、私を見下ろす。




【秋善】

「元気になるには、これが一番だろ？」




　取締役が私の首筋に、唇を押し当てる。




【里奈】

「取締役、こんなところで‥‥」




【秋善】

「今さら何だよ。いつものことだろ？」




　取締役の骨ばった指が、ブラウスのボタンにかかる。




【里奈】

「誰か来るかもしれないし‥‥！」




【秋善】

「誰も来こねえよ。カギは掛かってる」




【里奈】

「で、でも‥‥！」




【秋善】

「おい、大事なことを忘れんなよ？」




　取締役は私のあご先に手を添えて上を向かせると、瞳を覗き込んだ。




【秋善】

「お前は俺に買われたんだぜ？　３千万円でな」




　私の脳裏に、取締役が書いた３千万円の小切手がちらつく──。




【里奈】

「はい‥‥分かってます‥‥」




　──獣に睨まれた小動物のように、私は震えながら小さく頷く。




【秋善】

「‥‥それじゃ、楽しもうか？」　




　取締役は目をぎらつかせながら言って、私の唇を貪った。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　唇の隙間から差し込まれる取締役の熱い舌に、私はかすれた喘ぎ声を漏らしながら、夢中で舌を絡ませる。




【秋善】

「やっぱりお前のカラダはキレイだな。キレイすぎてよ‥‥。めちゃくちゃに壊したくなる」




　──取締役はブラウスを引き千切るようにしてはぎ取ると、私のふくらみの周りに唇を這わせた。




【里奈】

「いやっ‥‥ああっ‥‥！」




　本性をむき出しにして迫る一匹の獣の太い首に、私はかすれた喘ぎ声を漏らしながら腕を回す。




【里奈】

「ああっ‥‥ダ、ダメっ‥‥！」




　ストッキング越しに、取締役の猛々しい獣が頭をもたげているのが分かる。

　熱くたぎったそれは、私の太腿で擦れて今にもはち切れそうになっている。




【秋善】

「もう我慢できねえっ‥‥！」




　取締役は熱っぽい瞳をで私を見つめながら、ショーツに手を掛ける。




【秋善】

「‥‥どうした？　身体が熱いな？」




【里奈】

「そ、そんなことありません‥‥」




【秋善】

「‥‥ここでやめてもいいんだぜ？」




【里奈】

「ダ、ダメッ‥‥！」




　私が唇を噛みながら小さく首を振ると、取締役はニヤリと不敵な笑みを浮かべて、ショーツを一気に引き下ろした。




【秋善】

「いい子だ。お前の最高の声、聞かせてみろよ？」




【里奈】

「いやぁぁ‥‥！」




　──私は取締役の荒ぶる獣に何度も身体を貫かれ、突き上げられ、めくるめく快楽の海を漂うのだった──。







　翌朝──。

　私はいつものように眠い目をこすりながら、出勤の準備をしていた。




【里奈】

（もうこんな時間か‥‥。急がないと遅刻しちゃう）




　──慌ただしく鏡の前で髪を整えていると、ケータイの着信音がけたたましく鳴り響いた。




【里奈】

（朝早くから、誰だろう？）




　訝りながらケータイを手に取ると、ディスプレイに秋善取締役の名前が点灯している。




【里奈】

（取締役‥‥？　どうしたんだろう？）




　──私はその時、なぜだか嫌な胸騒ぎを感じた。

　そしてその予感は‥‥当たっていた。




【里奈】

「おはようございます、取締役」




【秋善】

『里奈、もう家を出たのか？』




【里奈】

「いえ。ちょうどこれから出るところです。急ぎます」




　すると、取締役が絞り出すような声で言った。




【秋善】

『いや‥‥今日は会社に来なくていい』




【里奈】

「え‥‥？」




【秋善】

『いいか、これは取締役命令だ。そのまま自宅待機してろ』




【里奈】

「‥‥分かりました」




【秋善】

『それでいい。理由は‥‥後で話す』




【里奈】

「は、はい‥‥」




　私は緊迫した取締役の声に、ただならぬ気配を感じていた。




【里奈】

「あの‥‥私はいつまで待機していれば‥‥」




【秋善】

『‥‥今はまだ何とも言えねーな。追って連絡する』




【里奈】

「分かりました‥‥」




【秋善】

『それと‥‥お前の所にも、誰か‥‥』




　──電話は突然そこで、ブツリと途切れた。

　ツー・ツーという無機質な音だけが、虚しく響く。




【里奈】

「‥‥取締役？　どうしたんですか？　取締役？」

（急に切れるなんて‥‥おかしいよね？）




　私は一抹の不安を感じながら、電話を切った。

　部屋にふたたび、静寂が戻ってくる。




【里奈】

（ただ事じゃない様子だったけど、どうしたんだろう？）




　その時──。

　一瞬の静寂を引き裂くように、今度は玄関のチャイムが鳴り響いた。

　ピンポーン──。




【里奈】

「‥‥‥‥!!」

（誰‥‥？　一体、誰なの‥‥？）




　私はおそるおそる、インターホンに手を伸ばした。

　取締役からの不穏な電話、そして突然の訪問者‥‥。

　私は今、逆らえない「運命」の激流に飲み込まれつつあった──。
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　ピンポーン──。

　謎の訪問者が、玄関のチャイムを鳴らす。




【里奈】

（誰‥‥？）




　電話で取締役に「会社に来るな」と言われて動揺していた私は、おそるおそるインターホンを取った。




【里奈】

「‥‥はい？」




【ジョージ】

『オレだよ、オレ。早く開けてくれよ』




【里奈】

「ジョージ‥‥？」




　──声の主がジョージと分かった途端、私はほっと胸を撫で下ろした。




【里奈】

「ちょっと待ってて」




　私はインターホンを切って、玄関へ向かった。

　──玄関のドアを開けると、神妙な面持ちをしたジョージが立っていた。




【里奈】

「こんな朝早くから、どうしたの？」




【ジョージ】

「お前、聞いたか？」




【里奈】

「聞いたって‥‥何を？」




【ジョージ】

「神九条秋善が、公安にしょっ引かれたらしい」




【里奈】

「えっ‥‥な、何で!?」




【ジョージ】

「‥‥殺人容疑で任意同行だってよ」




【里奈】

「殺人‥‥？」




　私は絶句して、呆然とジョージの顔を見ていた。




【ジョージ】

「今朝、会社に公安の連中が乗りこんで来たみてーだな。秋善の周辺の人間も洗ってるみてーだから、お前も気を付けろよ？」




【里奈】

「‥‥なんで、取締役が‥‥？」




【ジョージ】

「オレだって分からねーよ。なんか裏でヤバいことしてたんじゃねーの？　つーかさ、お前は大丈夫なのか？」




【里奈】

「わ、私は何も‥‥」

（どういう事？　なんで取締役が‥‥？）




　──混乱していると、ジョージの背後に人影が現れた。




【牧野】

「‥‥水之瀬さん？」




【里奈】

「あ、牧野さん‥‥」




　──それは財界に多大な影響力を持つ、牧野徹子さんだった。

　元経団連会長の牧野氏の妻であり、現京林銀行の頭取の母親だ。

　以前、街中で倒れていた所を取締役が助けた縁で、神九条不動産の予算達成に一役買ってくれた人物だった。




【牧野】

「お取込み中だったかしら？」




【ジョージ】

「‥‥オレ、邪魔かな？」




　ジョージが靴を脱いで、家に上がり込む。




【ジョージ】

「オレは部屋にいるから、話があるなら２人でやれよ」




【里奈】

「ごめん。また後で‥‥」




【ジョージ】

「いいから、気にすんなって」




　ジョージはこくりと頷いて、部屋に入っていった。




【牧野】

「‥‥急に来ちゃって、ごめんなさいね」




【里奈】

「いえ、いいんです。それよりどうしたんですか？」




【牧野】

「今朝、秋善君から急に電話があったのよ。貴方を保護してやってくれ‥‥って」




【里奈】

「私を‥‥保護？」

（やっぱり取締役の身に重大な事が起こったのは間違いない）

（でもなんで、殺人容疑‥‥？）




　私が呆然と立ち尽くしていると、牧野さんが言った。




【牧野】

「大変な事になってるようだけど、私にできることなら何でもするわ。とりあえず‥‥事が落ち着くまで、私の家にいらっしゃい」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【牧野】

「私は、外の車で待ってるわね」




【里奈】

「分かりました‥‥」




　私は部屋に戻って、慌ただしく出かける準備を始めた。

　──私が事情を説明すると、ジョージは腕組みしながら言った。




【ジョージ】

「まあ‥‥お前もほとぼりが冷めるまで、安全な場所に身を隠してた方がいいだろうな」




【里奈】

「正直、まだ何が何だか分からないけど‥‥」




【ジョージ】

「家の事は心配すんな。オレが留守番しててやるからさ」




　ジョージはフッと笑みを浮かべて、私の肩をぽんと叩いた。




【里奈】

「よろしくね。いつ帰れるか、まだ分からないけど‥‥」




【ジョージ】

「気長に待っててやるよ」




【里奈】

「うん‥‥。じゃあ行ってくる」




　私は着替えを詰め込んだバッグを持って、リビングを出た。




　里奈が出て行った、直後──。

　ジョージはソファに座り、ケータイを取り出した。




【ジョージ】

「‥‥ああ、オレだけど」




【？？】

『‥‥用があるなら、手短に話してほしい。こっちは今、色々と立て込んでいるから』




【ジョージ】

「みたいだな。つーかさ‥‥お前だろ？　秋善を罠にかけたヤツ？」




【？？】

『‥‥‥‥‥‥』




【ジョージ】

「お前なかなか、いい仕事するじゃん？」




　ジョージはソファに深く身を沈めて、けらけらと笑った。




【？？】

『‥‥まだ、始まったばかりだ』




【ジョージ】

「ま、これからどう転がっていくか‥‥。オレもじっくり楽しませてもらうぜ？」




　ジョージはニヤリと不敵に笑い、電話を切った──。




　──家を出た私は、そのまま車で牧野さんの家までやってきた。

　そこは日本庭園を思わせる、優雅な大邸宅だった。

　その後は牧野さんとお茶を飲みながら、今後の話をすることになった。




【里奈】

「取締役に掛けられているのが殺人容疑って、本当なんでしょうか？　私、まだ信じられなくて‥‥」




【牧野】

「まあ、そうでしょうね。私も貴方と同じ気持ちよ。でも‥‥まだ容疑が確定したという訳ではないから。ひとまずゆっくり状況を見てみましょう」




　牧野さんがたしなめるように言って、お茶を一口飲む。




【里奈】

「でも、私‥‥やっぱり心配です。電話で聞いた取締役の切迫した声が、耳にこびりついて離れないんです。これから会社に行ってもいいでしょうか？」




【牧野】

「‥‥それは賢明ではないわね」




　牧野さんはことりと、上品に茶碗を置いた。




【牧野】

「ここで貴方が会社に顔を出してしまうと、『来るな』とわざわざ釘を刺した秋善君を、裏切る事になるわ。それでもいいのかしら？」




【里奈】

「そ、それは‥‥‥裏切りでもいいです。取締役が大変な状況にいるのに、私だけ何もしないで安全な場所にいようなんて‥‥思いません」




　牧野さんは私をまっすぐに見つめて、フッと笑みをこぼした。




【牧野】

「‥‥愛ね」




　牧野さんはぽつりとつぶやき、目を細めながら美味しそうにお茶を飲んだ。




【里奈】

「えっ‥‥？」




【牧野】

「その、真っ直ぐに相手の事だけを想う気持ち‥‥」




【里奈】

（取締役への‥‥愛‥‥？）




　私が戸惑っていると、ふいにケータイの着信音が鳴り響いた。




【里奈】

「すみません、ちょっと‥‥」




【牧野】

「ええ、どうぞ」




　──あわててディスプレイを見ると、会社の秘書室の番号が点滅していた。




【里奈】

（たぶん課長だろうな。何となく嫌な予感が‥‥）

「‥‥おはようございます」




【夏妃子】

「おはようってアナタ、今何時だと思ってるの？　もう昼過ぎよ？」




　──案の定、通話口から夏妃子課長の金切り声が漏れてくる。




【里奈】

「すみません‥‥。ちょっと事情があって」




【夏妃子】

「事情って何よ？」




【里奈】

「あの、取締役の一件で‥‥」




【夏妃子】

「こっちもその件の対応に追われてて、手一杯なのよ。猫の手も借りたいくらいなんだから、アナタもすぐに来て頂戴」




【里奈】

「えっ‥‥は、はい‥‥」




　──電話はそこでブツリと、一方的に切れてしまった。




【里奈】

（今から来いって言われても‥‥）




　私は困り果てて、牧野さんをチラリと見た。

　牧野さんは私と目が合うと、諦めたようにため息をついた。




【牧野】

「その様子だと、やっぱり今日は出社しなければダメみたいね？」




【里奈】

「そうみたいです‥‥」




【牧野】

「分かった、私が車で会社まで送るわ」




【里奈】

「え、でも‥‥いいんですか？」




【牧野】

「仕方がないでしょう。ただし、何かあったらすぐに電話しなさいね？　そうでないと貴方の保護を任された手前、秋善君に申し訳が立たないから」




【里奈】

「‥‥分かりました。わがまま言ってすみません」




　私は牧野さんに深々と頭を下げて、さっそく出社の準備をした。




　──夕方頃、私は牧野さんに送ってもらって会社に到着した。




【里奈】

「な、何これ‥‥」




　会社の前には報道陣が大挙して押し寄せていた。

　すると牧野さんが、車の窓から顔だけ出して私に言った。




【牧野】

「大企業の取締役に殺人容疑なんて、これ以上のネタはないでしょう。もし何か聞かれても無視しなさいね？　余計なことは言っちゃダメよ？」




【里奈】

「はい‥‥」




　──私は走り去る牧野さんの車を見送ってから、意を決して、会社のエントランスへ向かった。




【里奈】

（よし‥‥行こう）




　しかし‥‥歩き出してすぐに、私は記者に取り囲まれてしまった。




【記者Ａ】

「すみません、三響の社員ですよね!?」




【記者Ｂ】

「神九条秋善氏に掛けられた殺人容疑について、何か一言‥‥」




【里奈】

「私は何も知りません！　通してください！」




　私は群がってくる記者をかき分けながら、必死にエントランスを目指した。

　──何とか取材攻勢から逃れてビルの中に入った私は、廊下を早足に歩いて秘書室に向かった。




【里奈】

（やっぱり大騒ぎになってるんだな‥‥）

（当の取締役は、今頃どこにいるんだろう？）




　不安を感じながら歩いていると、私はいきなり背後から腕を掴まれた。




【里奈】

「えっ!?　だっ、誰‥‥!?」




　振り返る間もなく、私はすぐ近くの給湯室に引きずり込まれてしまった──。

　ようやく解放されて後ろをゆっくり振り返ると、そこには何と、秋善取締役が立っていた。




【里奈】

「取締役‥‥!?」




【秋善】

「お前、昨日もそうだったけど背後への警戒心が薄いよな？　そんなんじゃ、危なくて夜道を歩けねえだろ」




【里奈】

「な、なんで取締役が‥‥？」




【秋善】

「それはこっちのセリフだ。お前こそ、なんでノコノコ出てきたんだよ？　牧野のばーさんの所にいたはずだろ？」




【里奈】

「さっきまでいましたけど、取締役の事が心配で‥‥」




　私は唇を噛んで、うつむいた。




【秋善】

「‥‥大体、話は聞いたのか？」




【里奈】

「牧野さんから、大筋は‥‥」




【秋善】

「‥‥そうか。お前の気持ちは嬉しいよ」




　取締役は大きな手で私の頭を、ぽんと軽く叩いた。




【秋善】

「でもよ、会社の前にマスコミの連中が群がってただろ？」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「あんな薄汚いハイエナの群れに、お前を放り込みたくなかったんだよ」

「だから牧野のばーさんの家に隠れてろって言ったんだ」




【里奈】

「取締役‥‥」




　──私は取締役の心遣いに胸をじんと熱くしながらも、一番気になっていることを訊くことにした。




【里奈】

「でも、そもそもなんで取締役に殺人容疑なんか‥‥？」




　取締役は流し台に腰を掛けて、ネクタイを緩めた。




【秋善】

「‥‥雪の事故死の件だよ。俺はあの一件について、重要参考人として呼ばれただけだ」




【里奈】

「雪さんの件‥‥やっぱり事故死じゃ‥‥？」




【秋善】

「ああ。根掘り葉掘り聞かれたけどよ、俺が知ってることは全部喋った。そもそも俺を疑うにも、証拠不十分なんだよな。俺はそこを主張して、無理やり出てきてやったんだ」




　取締役は大きなため息をついて、シャツの胸元を開けた。




【里奈】

「そ、そうですか‥‥。とにかく‥‥無事で良かったです」




【秋善】

「ははっ、ありがとな」




【里奈】

「でも最初に話を聞いた時は‥‥まさかと思いました」




【秋善】

「里奈‥‥まさかとは思うけど、俺を疑ってねえだろうな？」




【里奈】

「いえ、そんな‥‥まさか」




【秋善】

「はっきり言っておく、俺は無実だからな！」




　取締役は私の両肩をつかみ、強くゆすった。




【里奈】

「きゃっ‥‥！」




【秋善】

「里奈‥‥俺を‥‥信じてるよな？」




【里奈】

「も、もちろんです。私は取締役を信じて‥‥」




　──私が言い終わる前に、取締役は私の口をキスで塞いだ。




【里奈】

「んんんっ‥‥！」




【秋善】

「くそっ‥‥。朝からむしゃくしゃしてんだよ。公安のヤツらも、会社の連中も‥‥。どいつもこいつも、俺を疑いの目で見やがって‥‥！」




　取締役は苛立ちをぶつけるようにして、私の唇を乱暴に吸った。




【里奈】

「と……取締役、落ち着いてください‥‥！」




【秋善】

「‥‥俺はイラついてんだよ。気を鎮めるためにも、ちょっと付き合えよ？」




　取締役は私の首筋に唇を這わせながら、ブラウスのボタンに手を掛けた。




【里奈】

「あっ、ダメッ‥‥人が‥‥来ちゃいます」




　取締役が私の口を大きな手のひらで抑えつけて、瞳を覗き込む。




【里奈】

「ううっ‥‥！」




【秋善】

「この時間は誰も来ねえよ」




　──取締役は私の耳元でそうささやきながら、胸のふくらみから下腹部へと、指を這わせた。




【里奈】

「んふうっ‥‥！」




　私は唇を噛んで、必死に声を押し殺す。




【里奈】

「い、イヤッ‥‥！」




　取締役の濡れた唇と舌が、私の硬くなったつぼみを激しく吸い上げる。




【秋善】

「嫌とか言いながら、身体がずいぶん火照ってるじゃねえか？」




　取締役の舌から伸びた銀糸が、官能的なきらめきを放つ。




【里奈】

「ああ、いいっ‥‥！」




【秋善】

「‥‥ちょっと、尻をこっちに向けてみろ？」




　取締役は私の身体を強引に反転させると、流し台に両手を突かせた。




【里奈】

「い‥‥いやあっ‥‥」




【秋善】

「恥らう姿も、可愛いじゃねえか‥‥」




　取締役は自分のベルトを外しながら、私のヒップを大きな手のひらで撫で回した。




【秋善】

「最高の気分を味あわせてやるよ‥‥！」




　そして取締役は溜まった鬱憤を吐き出すように腰を激しく突き上げ、野獣のような咆哮と共に果てたのだった──。

　肉欲に塗れた、獣の宴の後──。私たちはこっそり給湯室を出て、取締役室へ向かった。




【秋善】

「とりあえずお前は、ここにいろ。外はまだハイエナどもがうろついてるから、しばらく出るなよ？」




【里奈】

「はい‥‥」




　取締役が頷いて、ドアを開けると──。

　私たちの目の前に意外な人物が立っていた。




【春樹】

「‥‥秋善。探したぞ？」




【秋善】

「兄貴‥‥？　なんでここにいるんだよ!?」




【春樹】

「それはお前が、一番良く分かっているだろう？」




　春樹社長はため息をついて、窓から下を見下ろした。




【春樹】

「朝からずっと、記者が詰めかけている。これではわが社のイメージダウンに繋がる。看過できないな」




【秋善】

「それは‥‥俺のせいじゃねえ。俺はやってねえんだよ」




　──顔を背ける取締役の前に、春樹社長が歩み寄る。




【春樹】

「秋善、私の目を見ろ」




【秋善】

「兄貴‥‥」




【春樹】

「もう一度確認する。お前は、本当にやってないんだな？」




　私は２人の隣でハラハラしながら、様子を見ていた。




【里奈】

「社長、聞いてください」




　私は意を決して、春樹社長の前に歩み出た。




【春樹】

「里奈君‥‥。私に何か言いたいことが？」




【里奈】

「取締役はやっていません。証拠だって無いですし‥‥」




　私がさらに畳み掛けようとしたところで、取締役が背後から私の肩をぽんと叩いた。




【秋善】

「それくらいでいい、里奈。ありがとな」




【里奈】

「で、でも‥‥」




【秋善】

「お前の気持ちだけで充分だ。後は俺に言わせてくれ」




　取締役は大きく息をついて、春樹社長に向き直った。




【秋善】

「兄貴‥‥。天地神明に賭けて、俺はやってねえ！」




　取締役が拳でドンと、デスクを叩く。




【秋善】

「血を分けた兄弟にまで疑われるのは‥‥ゴメンだぜ？」




【春樹】

「‥‥そうか。ではお前を信じよう」




　春樹社長は取締役の目を見ながら、微笑を浮かべた。




【秋善】

「‥‥本当に信じてくれるのか？」




【春樹】

「ああ、信じる。そもそも、物的な証拠はほとんど無いらしいじゃないか？」




【秋善】

「そうなんだよ。俺は間違いなく、誰かにハメられたんだ」




　取締役はどっかりとソファに座り、テーブルの上に両足を投げ出した。




【春樹】

「‥‥いずれにしても、このまま事件を放置しておく訳にはいかない」




　春樹社長がつぶやくように言って、窓の外の夕日に目を細める。




【春樹】

「秋善‥‥ここはひとつ、協力体制を敷こうじゃないか。三響という大きな花を蝕みつつある悪い芽は、早めに摘み取らなければならない」




【秋善】

「俺も同じことを考えていたぜ、兄貴」




【春樹】

「うん‥‥話が早いな。これ以上被害が拡大する前に、私たちの手で事態を収束させよう」




【秋善】

「ああ、望むところだ」




【春樹】

「早速だが‥‥小耳に挟んだ情報がある」




【秋善】

「情報って‥‥何だよ？」




【春樹】

「雪君の事件に関する情報は、どうやら社内から外部に漏れたようだ」




【里奈】

「えっ‥‥。社内にリークした人物がいるってことですか？」




　──私の言葉に、春樹社長はこくりと頷いた。




【春樹】

「この情報には、非常に信ぴょう性がある。だがリークした人物が誰なのかまでは、まだ特定できていない」




【秋善】

「いや、兄貴‥‥。１人、心当たりがあるぜ」




　取締役がゆっくりと、ソファから立ち上がる。




【春樹】

「‥‥誰だ？」




【秋善】

「‥‥秀明だよ」




【春樹】

「秀明‥‥？」




【秋善】

「俺を貶めようなんて考えるヤツは、アイツしかいねえ。秀明こそが‥‥今回の事件の黒幕だ」




　──取締役室が、重い沈黙に包まれる。

　不気味なまでの静けさの中で、私は自分がすでに、巨大な陰謀の波に飲み込まれていることを知ったのだった──。








第３章









　雪さんの事件で、殺人の容疑を掛けられてしまった秋善取締役‥‥。

　その取締役の口から出てきた「黒幕」の名前は、意外な人物だった。




【秋善】

「‥‥秀明だよ」




【春樹】

「秀明‥‥？」




【秋善】

「俺を貶めようなんて考えるヤツは、アイツしかいねえ。秀明こそが‥‥今回の事件の黒幕だ」




【春樹】

「‥‥リークしたのが秀明だという証拠があるのか？」




【秋善】

「いや、確かな物証はねえけど、間違いない」

「アイツ‥‥俺の事業での成功を、古泉と一緒に妬んでいやがったからな」




【春樹】

「‥‥証拠が無いなら、結論を急ぐ訳にはいかないな」




【秋善】

「秀明で間違いねえって。そんなに慎重になる必要ねえよ」




　──声を荒げる取締役を、社長が手で制して静かに言った。




【春樹】

「実は私の方でも、すでに怪しい人物を絞り込んでいるんだ。こちらで調べるから、お前はしばらく静かにしててもらえるか？」




【秋善】

「兄貴、それじゃ生温いぜ！　モタモタしてたら取り返しのつかないことに‥‥！」




【春樹】

「とにかく‥‥今は私の言う事を聞いてほしい。お前に下手に動かれると、こちらの調査もうまく行かなくなる。‥‥分かったな？」




　──春樹社長は念を押すように言って、部屋から出て行った。




【秋善】

「まったく‥‥。兄貴は昔から慎重過ぎるんだよ！」




　取締役が口惜しそうに、デスクを拳で叩く。




【里奈】

「取締役、落ち着いてください」




【秋善】

「秀明で間違いねえんだよ。俺は俺のやり方で、決着をつけるぞ」




　取締役がドアに向かって、大股でズカズカと歩き出す。




【里奈】

「取締役、どちらに‥‥？」




【秋善】

「決まってんだろ、秀明の所だよ！」




【里奈】

（さっき社長が自重しろって言ってたのに‥‥）

「取締役、まずは冷静になって、一度作戦を立てましょう。頭に血が上った状態で秀明専務に会っても‥‥」




【秋善】

「ああ？　ふざけんな、俺は冷静だよ」




【里奈】

「そうは見えません。感情に流されて動いても、結局は秀明専務に言いくるめられて、終わりのような気がします」




【秋善】

「まあ‥‥お前の言いたいことは、分かるけどよ。時には作戦云々より、まず行動する事の方が重要なんだよ」




　──取締役は荒々しくドアを押し開いて、廊下に出て行った。




【里奈】

（仕方ないな‥‥。せめて暴走しないように、傍についてないと）




　私は取締役の背中を追って、駆け出した。

　──取締役と共に専務室に乗り込むと、秀明専務の他に、古泉相談役とＳＰらしき男が顔をそろえていた。




【秋善】

「秀明！　話がある！」




【秀明】

「‥‥ノックぐらいしたらどうですか？」




【古泉】

「秋善君。これは一体、何の騒ぎだね？」




【千紘】

「‥‥‥‥」




　古泉相談役の隣にいるがっちりとした体躯の男が、眼光鋭く取締役と私を睨みつける。




【里奈】

（すごい迫力‥‥。見慣れない人だけど、誰だろう？）




　私がチラチラと様子をうかがっていると、取締役が声を荒げた。




【秋善】

「言われなくても、分かってんだろ!?　今日俺が公安にしょっ引かれた件だよ！」




【秀明】

「それがどうかしましたか、秋善さん？　貴方はすでに、証拠不十分で釈放されたのでしょう？」




【秋善】

「それは、その通りだが‥‥」




【秀明】

「では、無事に解決したではないですか？」




【秋善】

「‥‥問題はそこじゃねえっ！　三響の内部に、俺に無実の罪を着せようとしたヤツがいるってことだ！　公安に情報をリークした、姑息なヤツがな！」




【古泉】

「‥‥まさかそれが、秀明君だとでも言うのかね？」




【秋善】

「ああ、そういう事だ！　はっきり認めろよ秀明、お前だろ!?」




【秀明】

「‥‥なぜ、そんな結論になるのでしょう？」




　秀明専務は小馬鹿にしたように、鼻で笑った。




【秋善】

「春樹が犯人じゃないなら、もうお前しかいねえだろ？」




【秀明】

「今日、春樹社長とは会ったのですか？」




【秋善】

「ああ、ついさっきな。兄貴も社内にリークした人間がいると疑っていたぜ？」




【秀明】

「‥‥貴方はなぜいつもそう、短絡的なのでしょう？」




　専務がため息をつき、椅子に深くもたれる。




【秀明】

「春樹社長が貴方にウソをついているかもしれない‥‥。という方向に、考えが及ばないのですか？」




【秋善】

「そ‥‥それは‥‥」




【秀明】

「その程度の駆け引きもできないようでは、とても私とまともな話はできませんね」




　秀明専務が呆れたように肩をすくめる。

　その態度を見た秋善取締役が、顔を真っ赤にしながら大声を上げる。




【秋善】

「しらばっくれんじゃねえ！　いくら理屈こねたって、いつも裏でコソコソしてるお前らが、一番怪しいんだよ！」




　取締役が詰め寄ろうとした瞬間──。

　秀明専務の前に、ＳＰの男が立ちはだかった。




【千紘】

「‥‥そこまでだ」




　男は鼻面を突き合わせ、取締役をギロリと睨みつけた。




【秋善】

「ううっ‥‥‥‥！」




　──その眼光の鋭さと迫力に、さすがの取締役もひるんでしまう。




【古泉】

「‥‥千紘、下がれ」




【千紘】

「‥‥‥‥はい」




　古泉相談役がたしなめるように言うと、「千紘」と呼ばれたＳＰは一歩後ろに下がった。




【古泉】

「秋善君。さっきから聞いていれば、明らかに言いがかりだ。秀明君がリークしたという確かな証拠でもあるのかね？」




【秋善】

「いや‥‥証拠は‥‥」




【古泉】

「無いと言うならば、秀明君としても心外だろう。その前に‥‥今回の一件については、我々も被害者なのだ。その点を忘れないでほしいものだな？」




　古泉相談役の言葉に、秀明専務が無言で頷く。




【秀明】

「そして火の元である貴方自身の容疑も、まだ完全に晴れたわけではないことを‥‥お忘れなく」




【秋善】

「くっ‥‥‥‥。‥‥分かったよ、邪魔したな」




　取締役は両拳を強く握りしめると、ドアに向かって歩き出した。




【里奈】

「あっ、取締役‥‥！」




　私は取締役の刺々しい背中を、あわてて追いかけた。

　──専務室から廊下に出てみたら、取締役が肩をいからせながら早足で歩いていた。




【里奈】

「取締役！　待ってください！」




　取締役は振り返らずに、まっすぐ前を見て歩いている。




【秋善】

「‥‥くそっ。食えない連中だぜ」




【里奈】

（だいぶ、頭に血が上ってるな‥‥）

「‥‥やはり証拠が無いと厳しいですね」




【秋善】

「‥‥まあな」




　取締役が歩きながら、大きなため息をつく。




【秋善】

「何とかして連中の鼻を明かしてやりたいが‥‥」




【里奈】

「あの、１つ気になることが‥‥」




【秋善】

「ん？　何だよ？」




【里奈】

「古泉相談役の隣にいた、ＳＰです。普段あまり見かけない人だなって」




【秋善】

「ああ‥‥アイツは古泉千影の養子、千紘だ」




【里奈】

「養子‥‥ですか？」




【秋善】

「そうだ。古泉千影の腹心‥‥。最近は秀明と古泉に、影のように付き添っていやがる」

「‥‥目障りな野郎だぜ」




　取締役は吐き捨てるように言って、唇を噛んだ。

　──その後、私たちは一緒にエレベーターに乗り込んだ。




【里奈】

「とにかく、取締役に掛けられた容疑を完全に晴らさないといけませんね？」




【秋善】

「そうだな‥‥。まずはそこからか」




【里奈】

「私なりに何とか、取締役の無実を証明する方法を探してみます」




【秋善】

「お前の気持ちは嬉しいけどよ、簡単じゃねえぞ？　俺たちはポリ公じゃねーし‥‥」




【里奈】

「分かってます。でも‥‥ひとつ、突破口があるかもしれません」




【秋善】

「‥‥突破口？」




【里奈】

「取締役のアリバイを立証できるモノを探すんです。あの日‥‥雪さんが事故に遭ったとされている時間に、取締役がまったく別の場所にいたことを証明できれば‥‥」




【秋善】

「実は‥‥俺もそれを考えてた」




　取締役は私に向き直り、安心したような柔和な笑顔を見せた。




【秋善】

「俺のために色々と考えてくれて、ありがとな」




【里奈】

「当然です。私は取締役の第一秘書ですから」




【秋善】

「第一秘書か‥‥。堅苦しいな、そんな肩書き」




　取締役は私の肩を抱き、自分の方へ引き寄せた。




【里奈】

「あっ‥‥!?」




　私はふらふらと、取締役の厚い胸板へ倒れ込んだ。

　シトラスの甘い香りがふわりと漂う。




【秋善】

「やっぱり両想いの恋人同士は、意見が合うよな？」




【里奈】

「取締役、あのっ‥‥！」




　取締役は私の身体を抱きながら、首筋に唇を押し当てた。




【秋善】

「‥‥可愛いヤツだ」




【里奈】

「ダメ‥‥。ダメです‥‥」




　私は身をよじり、取締役から顔を背けようとする。

　しかし取締役は強引に自分の方を向かせると、私の唇を貪った。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　唇の隙間から、取締役の熱い舌が差し込まれる。




【里奈】

「あふうっ‥‥」




　私と取締役の舌が、淫靡な水音を立てながら絡まる。

　私の腰に回された取締役の腕にも、さらに力がこもる。




【里奈】

「ダ‥‥ダメです、今はこんなこと‥‥！」




【秋善】

「‥‥関係ねえよ。俺は抱きたい時にお前を抱く」




　──取締役は獣のように荒い息を吐きながら、ブラウスの上から骨ばった手で私の胸を激しく愛撫した。




【里奈】

「あんっ‥‥！」




　──思わず淫靡な声が漏れてしまい、私は唇を噛む。




【秋善】

「‥‥たまらねえな、その声。もっと聞かせろよ？」




　──取締役の張りつめた獣が、私の太腿の内側を突いている。

　その大きさと熱さをストッキング越しに感じて、私は軽いめまいを覚える。




【里奈】

「‥‥いやあっ‥‥」




　取締役は私の唇を貪りながら、右手を伸ばして太腿の内側をまさぐった。

　取締役の指がうごめくたびに、私は身体をびくんと仰け反らせる。




【里奈】

（ダメ‥‥。今はもっと大事なことが‥‥！）




　私は甘いシトラスの香りと快楽の呪縛から逃れようと、両手で取締役の身体を突き放した──。




【里奈】

「‥‥ダメです、取締役」




【秋善】

「何だよ、良い所だったのに‥‥。今はこんなことをしている場合ではありません」




　──ちょうどその時、エレベーターが止まってドアが開いた。




【里奈】

「とにかく‥‥取締役のアリバイについて、私の方で調べてみますから」




　私は乱れた服を直しながら、エレベーターを降りた。




【秋善】

「‥‥分かった、頼んだぜ。俺も調べてみる」




　取締役は名残惜しそうにため息をついて、エレベーターの開閉ボタンを押した。




　その翌日──。

　私は早速、雪さんが事故死した日の取締役の行動を調べ始めた。




【里奈】

（この日は取締役と一緒に、銀座の営業所へ行ったんだっけ‥‥）




　まず私はパソコンで管理している、取締役のスケジュールの履歴を洗った。




【里奈】

（確かあの時は、地下鉄で銀座まで行ったんだよね‥‥）




　私はそこで、マウスをクリックしていた手を止めた。




【里奈】

（そうだ、電子カード‥‥！）

（取締役も改札で使ってたから、きっと利用履歴が残ってるはず！）




　──私はすぐに、鉄道会社に電話を掛けた。

　交渉した結果、カードの利用履歴のデータを送ってくれることになった。




【里奈】

（あと、証拠になりそうなものは‥‥ケータイかな？）




　──私は同様にケータイ会社にも電話を掛けて、取締役の当日の通話履歴を送ってもらうことにした。




【里奈】

（まだ、何かあるかな‥‥？）




　断片的にかき込まれた予定を見ながら、私は記憶の糸を必死に手繰り寄せた。




【里奈】

（営業の途中で寄った豊洲駅で、脳震とうで倒れていた牧野さんを助けて‥‥）

（そのまま、牧野さんと共に病院に行ったんだっけ‥‥）




　──私はそこでふと、あることを思い出した。




【里奈】

（あっ、映画だ‥‥その後デートに行こうって、取締役に誘われたんだよね‥‥）

（映画を観たとなると‥‥チケットの半券が残ってるかも？）




　──私はデスクの引き出しを開けて、中を隅々までチェックした。




【里奈】

（確か、引き出しに入れたと思ったんだけど‥‥）

（どこかに落ちてるのかも‥‥？）




　私は席を立って、秘書室の中を歩き回った。

　そんな私を見た同僚の高橋さんが、声を掛けてくる。




【高橋】

「探し物ですか、水之瀬さん？」




【里奈】

「うん‥‥。映画のチケットの半券なんだけど、高橋さん、どこかで見なかった？」




【高橋】

「映画のチケット‥‥？　さあ、私は見てませんけど？」




【里奈】

「そっか。ありがとう、もう少し探してみる」




　──すると、いつの間にか私の背後に一宮さんが立っていた。




【百合】

「水之瀬さん、映画のチケットがどうしたんですか？」




【里奈】

「ああ、一宮さん。実は‥‥」




　──私が事情を話すと、一宮さんは気まずそうに目を逸らした。




【百合】

「雪さんの事件、ですか‥‥」




【里奈】

「亡くなった雪さんのためにも、少しでも証拠が必要なんです」




【百合】

「すみませんが‥‥今、他に仕事を抱えていて忙しいので」




　一宮さんは逃げるように、私の前から去っていった。




【里奈】

（少しくらい、協力してくれてもいいのにな‥‥）




　私がため息をつくと、今度は冬哉部長が近づいて来た。




【冬哉】

「水之瀬さん、どうしたの？」




【里奈】

「部長‥‥。珍しいですね、秘書室にいるなんて？」




【冬哉】

「ああ、夏姉さんにちょっと事務的な連絡があったから。それより‥‥一宮さんとの会話、聞こえちゃったよ」




【里奈】

「はい。秘書室のどこかにあるはずなんですけど‥‥」




【冬哉】

「‥‥無駄なんじゃないかな？」




　冬哉部長は冷めた笑みを浮かべながら、中指でメガネの位置を直した。




【里奈】

「無駄じゃないです。必ずどこかにあります」




【冬哉】

「‥‥その可能性は低いよ。だって清掃会社が入って掃除してる訳だし、映画チケットの半券なんて普通、ゴミと一緒にされちゃうよ」




【里奈】

「それはそうですけど‥‥」




　──私がうつむいていると、夏妃子課長の声が飛んできた。




【夏妃子】

「冬哉、気が済むまでやらせてあげなさいよ。なんだか、健気でいいじゃない」




　課長はデスクで頬杖を突きながら、微笑を浮かべている。




【冬哉】

「‥‥まあ、秘書課の課長がそう言うなら」




　──冬哉部長は肩をすくめて、私の前から歩き去った。




【里奈】

「すみません、課長。すぐに仕事に戻ります」




【夏妃子】

「‥‥『灯台下暗し』って言葉もあるくらいだから、意外とアナタの近くにあったりするんじゃないの？」




【里奈】

「え‥‥近く？」




　課長はそれきり何も言わず、真剣な顔で膨大な書類に目を通していた。




【里奈】

（もう一度、自分の机周りを探してみるべきか？）




　私は自分のデスクに戻り、身を屈めて机の下を覗き込んだ。

　すると──。




【里奈】

「あっ‥‥！　あった‥‥！」




　机の脚の下に、ほこりにまみれた半券が挟まっている。




【里奈】

（これで、公安に提出できる証拠がそろった‥‥！）




【夏妃子】

「あら。当てずっぽうのアドバイスも時には有効なのね？」




　課長が喜んでいる私を見て、苦笑する。




【里奈】

「ありがとうございました、課長！」




　──私は半券に付いたほこりを払って、そっと提出用の封筒に入れた。公安へ証拠品を提出した後──。

　私は帰社してすぐに、取締役室へ報告に出向いた。




【秋善】

「‥‥まさか、こんなに早くやってくれるとはな」




【里奈】

「いえ、大したことじゃありませんから」




【秋善】

「そうか‥‥。お前には感謝の言葉しかねえ」




【里奈】

「‥‥私はただ、自分にできる事をしただけですよ」




　取締役が椅子から立ち上がり、私の前に歩み寄る。




【秋善】

「やっぱり俺には、お前が必要だ」




　取締役はそう言って、私の身体を強く抱き寄せた。




【里奈】

「あっ‥‥」




　私はよろけながら、取締役の胸に倒れ込む。




【秋善】

「お前がいないと‥‥俺はダメみたいだ」




【里奈】

「‥‥取締役‥‥？」




　取締役が珍しく弱気な声でささやき、私の身体をさらに強く抱きしめる。




【秋善】

「‥‥ありがとな。ほんとにありがとう」




【里奈】

「‥‥はい」




　私は取締役の意外な態度に驚きながらも、甘いシトラスの香りを漂わせる逞しい胸に、そっと顔を埋めた。




【里奈】

「私も‥‥取締役がいないと‥‥」




【秋善】

「‥‥里奈。好きだぜ」




　取締役は私の耳元でささやくように言って、優しくキスをした。

　──それはいつもの荒々しい獣のようなキスとは違って、羽根で撫でるような優しい口づけだった──。




　その翌日──。

　私はすっきりとした気分で、再び取締役室を訪れた。




【里奈】

「おはようございます、取締役」




【秋善】

「おう、おはよう。昨日は本当にありがとな」




　取締役がおどけて、パチンとウインクして見せる。

　私は少し照れながら、スケジュールを開いた。




【里奈】

「はい‥‥。それで、今日の午後の会議についてですけど‥‥」




　──私の話が終わる前に、ドアが静かにノックされた。




【秋善】

「ん‥‥誰だ？」




【春樹】

「‥‥私だ、秋善。少し話がある」




　ドア越しに、春樹社長の声が聞こえてくる。




【秋善】

「兄貴か。まあ、入れよ」




　ドアがゆっくり開いて、春樹社長が入ってくる。

　その背後には──もう１人、別の人影があった。




【？？】

「‥‥‥‥」




【秋善】

「なっ‥‥。なんでお前が‥‥!?」




　その男の顔を見た瞬間、取締役の顏が強張った。

　──ピンと張りつめた空気の中、

　私はこれから起こるであろう骨肉の争いを想像して、足がすくむのだった。
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　春樹社長と共に取締役室にやってきたのは、意外な人物だった──。




【秋善】

「なっ‥‥なんで、お前までいるんだよ!?」




【秀明】

「‥‥貴方に話があるからです」




　春樹社長と一緒に入ってきたのは、秀明専務だった。

　──三響の三匹の獣が今、一堂に介する。取締役室には、ぴんと張りつめた空気が漂っている。




【秋善】

「それで‥‥２人そろって、何の用だよ？」




【春樹】

「雪君の事件について、秀明君のアリバイが証明されたんだ」




【秋善】

「何だって？　どういうことだよ、兄貴？」




【春樹】

「実は一宮君に頼んで、極秘で色々と調べてもらっていたんだ。それで、秀明君の当日のアリバイを裏付ける証拠もいくつか出てきた」




【里奈】

（一宮さんが‥‥？）




　私の脳裏に、昨日の一宮さんの言葉がよぎる。




【百合】

「すみませんが‥‥今、他に仕事を抱えていて忙しいので」




【里奈】

（あの時、一宮さんは社長の命令で専務のアリバイを調べていたのか‥‥）




【秋善】

「百合の調査なら、間違いねえか‥‥」




　──取締役がぶ然とした顔で、腕組みする。




【秀明】

「そういうことです。これで、私の無実は証明されました」




【春樹】

「秋善の無実も、証明されたそうだね？」




【秋善】

「ああ‥‥。こっちは里奈の尽力があったからな」




【春樹】

「そうか。水之瀬君もご苦労様」




【里奈】

「いえ、そんな‥‥」




【秀明】

「これで分かったでしょう、秋善さん？　‥‥貴方はやはり、間違っていた」




【秋善】

「‥‥‥‥」




【秀明】

「貴方は一方的に、私を犯人と決め付けていましたよね？　私は最初から否定していたにも関わらず」




【秋善】

「‥‥まあ、そうかもしれねえけどよ」




【秀明】

「なるほど‥‥犯人扱いしておいて、謝罪の言葉も無しですか？　これを機に、貴方はその粗暴な心根を直した方が良いのでは？」




【秋善】

「何だと‥‥!?」




　取締役と専務が、向かい合って睨み合う。




【里奈】

（またややこしくなりそう‥‥止めた方がいいのかな？）

「秀明専務、それは言いすぎです」




【秀明】

「‥‥私は事実を言ったまでですよ？」




【里奈】

「しかし他に言い方があるのでは‥‥」




　私が口ごもると、取締役が私をたしなめるように言った。




【秋善】

「里奈、気持ちは嬉しいけど‥‥ここは俺に任せてくれ」




【里奈】

「はい‥‥分かりました」




　──すると春樹社長が、２人の間に割って入った。




【春樹】

「まあまあお前たち、そういきり立つんじゃない」




【秋善】

「でもよ、兄貴‥‥」




【秀明】

「私は自分の正当性を主張したまでです」




【春樹】

「とにかくこれで、雪君の事件は事故死であったことが証明された。問題が解決した今、いがみ合っている場合ではないだろう？　これからも会社のために、協力して力を尽くそう」




　春樹社長はそう言うと、取締役と専務の手を取った。




【春樹】

「ひとまず握手だ。２人とも仲良くな」




【秋善】

「チッ‥‥。仕方ねーな」




【秀明】

「本意ではないですが‥‥」




　取締役と専務はしぶしぶといった様子で、視線を合わさずに握手を交わすのだった──。

　──春樹社長と秀明専務が出て行った後もしばらく、取締役は釈然としない様子で、窓の外を見ていた。




【秋善】

「‥‥どうも引っかかるんだよな」




【里奈】

「‥‥何がですか？」




　取締役が眉間にしわを寄せながら、私を振り返る。




【秋善】

「この事件、まだ黒幕がいるような気がするんだよ」




【里奈】

「秀明専務のアリバイは、立証されたみたいですけど‥‥」




【秋善】

「秀明の事は、まあ確かに‥‥俺の見当違いだった。それは認める」




　──取締役は気まずそうに、頭をかいた。




【秋善】

「だが間違いなく、他に裏で糸を引いているヤツがいる」




【里奈】

「どうして、そう思うんですか？」




【秋善】

「‥‥カンだ」




【里奈】

（取締役お得意の『野生のカン』か‥‥毎回そればっかりな気がするけど）

「当たってそうですね。取締役のカンって、いつも凄いですから」




【秋善】

「だろ？　しかもこれだけビンビン感じるのも珍しいんだよ。俺は絶対に、黒幕がいると思う」




【里奈】

「黒幕ですか‥‥」

（取締役のカンが当たっているとしたら、一体誰が‥‥？）




【秋善】

「この事件‥‥まだまだ、尾を引きそうだな」




　取締役は窓の外を見つめながら、重いため息をついた。




　同じ頃──。

　秀明は春樹社長と別れて、専務室へ戻っていた。




【古泉】

「お帰り、秀明君」




【千紘】

「‥‥お疲れ様です」




　──専務室では、古泉千影と千紘の２人が待っていた。




【古泉】

「それで‥‥話し合いはどうだった？」




【秀明】

「‥‥とりあえず、雪さんの件は収束しそうです」




　秀明は椅子に深くもたれて、目を閉じた。




【古泉】

「そうか。しかしまだ安心できないな。何者かが妨害工作を仕掛けてきたことに、間違いはないのだから」




【秀明】

「ええ、その通りです。油断はできません」




【古泉】

「私の方でももう少し、調べてみよう」




【秀明】

「‥‥すみません。お願いします」




　──その時、勢いよくドアが開いて夏妃子が入ってきた。




【夏妃子】

「ちょっとダーリン、いつまで待たせる気なの？」




【秀明】

「‥‥待たせたつもりはないですが？」




【夏妃子】

「何を言ってるの？　今日はランチに行く約束をしたでしょ？」




【秀明】

「ああ‥‥。そうでしたね」




　秀明は苦笑して、椅子から立ち上がった。




【夏妃子】

「しっかりしてよね。仕事が忙しいのは分かるけど」




【秀明】

「‥‥すみません。ではさっそく行きましょうか」




　秀明は古泉にチラリと目配せしてから、夏妃子と一緒に出て行った。

　──部屋に残された古泉親子が、無言で向かい合う。




【古泉】

「さて‥‥千紘。話は聞いていたな？」




【千紘】

「‥‥はい」




【古泉】

「後はお前に任せたぞ。調べておいてくれ」




【千紘】

「‥‥分かりました」




　千紘が頷いたところで、古泉のケータイが鳴った。




【古泉】

「ん‥‥？」




　古泉がケータイのディスプレイを見るなり、眉をひそめる。




【古泉】

「‥‥龍善から‥‥？」




　──古泉は少し間をおいて何かを考えてから、電話に出た。




　その夜──。

　帰宅した私は、ジョージに今日会社であったことを報告していた。




【ジョージ】

「へえ～、なるほどね。結局、秋善も春樹も秀明も‥‥全員シロだった、と？」




　ジョージが発泡酒の缶に口を付けたまま、私を横目で見る。




【里奈】

「うん。とりあえず、全員に明確なアリバイがあるみたい。雪さんの事件はやっぱり、事故死だったってことで解決しそう」




【ジョージ】

「ふうん‥‥。じゃあ良かったんじゃねーの？」




【里奈】

「亡くなった雪さんは、本当に可哀想だけど‥‥。まあ、これでひとまず落ち着きそうだね」




　──私はジョージと話しながら、ふと取締役が言っていた「黒幕」のことを思い出した。




【里奈】

（でもあくまで取締役の『カン』だし、これといった証拠も無いからね‥‥）




　私は結局黒幕の事をジョージには伝えずに、心の片隅にしまっておくことにした。




　深夜──。

　里奈の部屋を出たジョージは、すぐにケータイを取り出して電話をかけた。




【ジョージ】

「‥‥おう、オレだけど」




【？？】

『‥‥こんな遅い時間に何の用だ？』




【ジョージ】

「さっき、里奈に聞いたぜ。秋善のこと」




【？？】

『ああ‥‥そのことか』




【ジョージ】

「うまく行かなかったみたいだな？」




【？？】

『‥‥非難したいのか？』




【ジョージ】

「そうじゃねーよ。まあ、オレの中では失敗も想定内だ」




【？？】

『今回はボタンを１つ、掛け違えただけだ』




【？？】

『次こそは必ず‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥』




　──ノイズに塗れた男の言葉を聞き終えた瞬間、ジョージの顔色が険しくなった。




【ジョージ】

「おい‥‥お前、本気か!?　里奈に何かあったら、ただじゃおかねーからな!?」




　──しかし、その時電話はすでに切れていた。




【ジョージ】

「くそっ‥‥‥‥！」




　ジョージはケータイを握りしめ、苦々しい顔で夜空を見上げるのだった──。
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　雪さんの事件を発端とした騒動も落ち着きを見せ、忙しい日常が戻ってきていたある日の朝。

　私は窓の外のスズメのさえずりで目を覚ました。




【里奈】

「んん‥‥」




　寝ぼけ眼のままゆっくり顔を横に向けると、取締役が優しげに微笑んでいる。




【秋善】

「おはよう。良く寝てたな？」




【里奈】

「取締役‥‥。もう起きてたんですか？」




【秋善】

「ああ。お前の寝顔が可愛くてよ。ずっと見てた」




【里奈】

「寝起きの顏はダメですよ‥‥」




【秋善】

「それにしても、ぐっすりだったな？　さては‥‥昨日の夜、燃えすぎたか？」




【里奈】

「‥‥恥ずかしいからやめてください」




　──私は取締役の大きな胸に、ゆっくり顔を埋めた。取締役が私の髪をそっと撫でて、キスを落とす。




【秋善】

「なあ、里奈‥‥。今、ずっと考えてたんだけどよ」




【里奈】

「‥‥何をですか？」




【秋善】

「前にＤＮＡ鑑定で、俺たちは血の繋がりが無いってことが分かっただろ？」




【里奈】

「はい‥‥そうですね」




【秋善】

「てことは‥‥お前の父親って、一体誰なんだろうな？　ウチの親父じゃねえことは確かだけど‥‥」




　──私は取締役の言葉を聞いて、再び古泉相談役の「警告」を思い出した。




【里奈】

「‥‥相談役‥‥」




【秋善】

「えっ‥‥まっ、まさか古泉かよ!?」




【里奈】

「い、いえ、違います！　違うんです。以前、古泉相談役に気になることを言われたので‥‥」




【秋善】

「‥‥気になること？　何だよ？」




　取締役が眉をひそめて、私の顔を覗き込む。




【里奈】

「‥‥私は君の正体を知っている。これは警告だ、できるだけ早く会社を辞めてほしい‥‥って」




【秋善】

「古泉が‥‥‥‥そうか」




　取締役は険しい顔で天井を見つめながら、しばらく何か考えていた。




【秋善】

「‥‥やっぱり、アイツは信用できねえな。明日さっそく、古泉を問い詰めてみよう。まだ何か隠してそうだ」




【里奈】

「でも‥‥大丈夫ですか？　またトラブルになったら‥‥」




【秋善】

「なーに、心配要らねえよ。そもそも秀明の一派は胡散臭くて、前から気に食わなかったんだ」

「もしかしたら目障りなアイツらを三響から一掃できる、好機かもしれねえ」




　取締役はそこで半身を起こして、私の顔を覗き込んだ。




【秋善】

「そんじゃ、今後の方向性が決まったところで‥‥もう１回戦」




【里奈】

「えっ‥‥あ、あの‥‥」




　取締役は有無を言わせず、私に覆いかぶさってきて唇を奪った。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




【秋善】

「‥‥昨日の夜だけじゃ、やっぱり足りなかったな。まだまだ‥‥俺の身体はお前を求めてる」




【里奈】

「もう、取締役‥‥」




【秋善】

「‥‥今だけは、会社の事を考えるな。余計な事はすべて忘れて、俺の事だけを考えてくれ‥‥」




　取締役が耳元で優しく囁いて、私の鼻先にそっとキスを落とす。




【里奈】

「はい‥‥取締役‥‥」




【秋善】

「愛してるぜ、里奈‥‥」




　私は取締役の逞しい背中に腕を回して、こくりと頷いた。

　今は何も考えずに、ただ愛欲の海に身を投げ出すことにした──。




　秋善取締役との、淫らな愛欲の宴の後──。

　私が自宅に戻って来た頃には、すっかり夜になっていた。

　部屋に行くといつものようにジョージがいて、ノートパソコンを開いていた。




【里奈】

「ただいま、ジョージ」




【ジョージ】

「おう‥‥って、今までどこ行ってたんだよ？」




【里奈】

「うん、ちょっとね」




【ジョージ】

「なんか、やけに嬉しそうだな？　こないだまでの陰気な顔とは、大違いじゃん？」




　ジョージがからかうように言って、肩をすくめる。




【里奈】

「うん‥‥嬉しいことがあってね」




【ジョージ】

「へえ～、何だよ？」




【里奈】

「その‥‥前に私が落ち込む原因だった、取締役との関係」




【ジョージ】

「ああ‥‥その事か。それで？」




【里奈】

「取締役が結局、私の父親って一体誰なんだろうって探してくれる事になって」




　──私の満面の笑みに、ジョージは戸惑いの表情で答えた。




【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥」




　──ジョージは目を伏せて、何かを考えている。




【里奈】

「ねえジョージ、どうしたの？」




【ジョージ】

「悪りぃ‥‥。オレ、ちょっと用事思い出した‥‥」




　ジョージがすっくと立ち上がり、玄関へ向かう。




【里奈】

「あっ‥‥ねえ、ちょっと！　どこ行くの!?」




【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥」




　ジョージは何も答えずに、慌ただしく家から出ていってしまった。




【里奈】

（急にどうしたんだろう？　こんな時間にどこへ‥‥？）

（あんなに動揺しているジョージって‥‥初めて見たかも）




　──１人部屋に残された私は、言い知れぬ不安に囚われてしばらく立ち尽くしていた。

　すると考えないようにしていたあの言葉が、ふたたび私の脳裏をかすめた──。







【古泉】

（‥‥これは警告だ）




【里奈】

（警告‥‥？）




【古泉】

（‥‥私は君の正体を知っている）







【里奈】

（私の正体って‥‥何なの‥‥？）

（もしかして‥‥ジョージも関係あるの？）




　いつの間にか近くまで忍び寄っていた、獣たちの陰謀の闇──。

　私は今──。その深い闇を目の前にして立ちすくむだけの、か弱き小動物に過ぎなかった。




　ジョージが突然部屋を出ていってしまった、その翌朝──。

　私は寝不足でだるい体を引きずって、ベッドから出た。




【里奈】

（ジョージ、どこに行ったんだろう？）

（結局一晩中、帰って来なかったな‥‥）




　──心配になった私は、ジョージに電話を掛けてみることにした。




【里奈】

（せめて今どこにいるのかくらい、分かれば‥‥）




　しかし──何度掛けても、ジョージは電話に出なかった。




【里奈】

（心配だな‥‥。あんなに思いつめた顔のジョージ、初めて見たし‥‥）




　私は不安を感じながらも、いつも通りに出社の準備を始めた。




【里奈】

（そう言えば‥‥今朝は、取締役が家まで迎えに来てくれるって言ってたな）

（急いで準備をしないと‥‥）




　──やがて支度が整い、私は取締役の到着を待つだけとなった。

　しかし約束の時間になっても、取締役は現れない。




【里奈】

（遅いなあ。そろそろ来てもいい頃だけど‥‥）




　部屋の中をうろうろしていると、ようやくインターホンが鳴った。

　──玄関のドアを開けると、取締役が肩で息をしながら立っていた。




【秋善】

「いやあ、遅れてすまん！」




【里奈】

「もう、遅いですよ‥‥」




【秋善】

「‥‥まあ、良いじゃねえか。許せよ」




　取締役はフッと笑みをこぼしたかと思うと、いきなり私を抱き寄せてキスをした。




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「んっ‥‥！」




【秋善】

「‥‥なっ？　これでいいだろ？」




【里奈】

「‥‥ごまかさないでくださいよ、もう‥‥」




【秋善】

「ははっ、ほんとに悪かったな」




　──取締役はそこで、ふいに笑顔からマジメな顔になった。




【秋善】

「さて‥‥気合入れて行くぞ。今日は朝から大仕事があるからな。古泉から、お前の出生の秘密を聞き出さなくちゃならねえ」




【里奈】

「は、はい‥‥」




【秋善】

「‥‥怖いか？」




【里奈】

「はい‥‥少し‥‥」




【秋善】

「大丈夫だ。お前にはいつだって、俺がついてる」




　取締役は私の肩をぽんと叩いて、優しげな笑みを浮かべた。一緒に出社した私と取締役は、さっそく相談役室へ向かった──。

　──相談役室のドアを開けると、古泉相談役がソファに座って経済新聞を読んでいた。




【秋善】

「おう、邪魔するぜ」




【古泉】

「秋善君‥‥。こんなに朝早くからどうしたんだね？」




　古泉相談役が眉をひそめながら、読んでいた新聞を折りたたむ。




【秋善】

「古泉さんに、折り入って聞きたいことがあってよ」




【古泉】

「‥‥私に？　何かね？」




　取締役は古泉相談役の向かい側に座り、脚を組んだ。




【秋善】

「面倒くせぇ前置きは省いて、単刀直入に聞くぞ？　里奈の父親は、誰なんだ？」




【古泉】

「‥‥‥‥！」




　──相談役はしばらく目を伏せて考えてから、口を開いた。




【古泉】

「いつか、話すべき時が来るとは思っていましたが‥‥」




【秋善】

「あんたは知ってるんだろ？」




【古泉】

「‥‥‥‥」




　古泉相談役が取締役の背後に立つ私を、チラリと見る。




【里奈】

（何だか、聞くのが怖いな‥‥）




　──握りしめた拳に、汗がにじむ。




【古泉】

「いや‥‥父親については知りません」




【秋善】

「‥‥何だって？」




【古泉】

「しかし‥‥母親のことなら」




【里奈】

「相談役は、私の母を知っているんですか？」




　私の問いかけに古泉相談役は二度、頷いた。




【古泉】

「水之瀬さんの母親は、白河響子という。すでに故人ですが‥‥」




【里奈】

「はい‥‥。母は私がまだ幼い頃に亡くなりました」




【古泉】

「‥‥不遇な女性だった」




　──古泉相談役は深いため息をついて、窓の外を見つめた。




【秋善】

「古泉さん、あんた‥‥その白河響子について、どこまで知ってるんだ？」




【古泉】

「私が彼女について知っていることは、本当に少ない。だが‥‥これだけは良く知っています。白河響子はこの三響グループの誕生に、深い関わりのある重要なファクターです」




【里奈】

「私の母は‥‥三響グループの誕生に関わっていたんですか!?」




【古泉】

「‥‥そう。そして彼女の存在は‥‥三響にとってパンドラの匣。すべての元凶として、闇に葬られた存在なのです」




　──古泉相談役は遠い目でつぶやいて、それ以上は口を開こうとしなかった。

　専務室が重苦しい沈黙に満たされていく中、私は伯父・鳩野の臨終の言葉を思い出していた──。




【鳩野】

（‥‥帰ってくれ！）




【里奈】

（え？　伯父さん‥‥？）




【鳩野】

（‥‥頼むから‥‥里奈に構わないでくれ！　‥‥神九条の人間は‥‥っ!?）




【里奈】

（伯父さんは‥‥きっとすべて知っていたんだ）

（私の母の事も、神九条家と三響グループ誕生の秘密も‥‥）

（でももう‥‥その伯父さんは、この世にいない……）




　──唇を噛んでうつむいていると、取締役が立ち上がって、私の肩にそっと手を置いた。




【秋善】

「‥‥行こうぜ。これ以上は何も聞き出せそうにねえ」




【里奈】

「はい‥‥」




　私は取締役に付き添われて、相談役室を後にした。

　──相談役室を出た私と取締役の足取りは、来た時と比べて重かった。




【秋善】

「結局、肝心な所は聞き出せなかったな‥‥。お前の父親については、何も分からずじまいだ」




【里奈】

「はい‥‥」




【秋善】

「だが、手がかりが完全に無くなった訳じゃねえ」




【里奈】

「‥‥どういうことですか？」




【秋善】

「もう１人、話を聞かなきゃいけねえヤツがいるんだよ！」




　取締役が語気を荒げて、大股で歩き出す。




【里奈】

「取締役‥‥どちらへ？」




【秋善】

「‥‥決まってんだろ、総務部だよ」




【里奈】

「総務部って‥‥まさか、冬哉部長の所へ？」




【秋善】

「‥‥そういうことだ」




【里奈】

「どうして部長が手掛かりに‥‥？」




【秋善】

「以前、俺の所にタレコミメールが届いただろ？　俺とお前が兄妹だ‥‥っていうヤツだよ」




【里奈】

「はい、それが‥‥何か？」




【秋善】

「冬哉の話では、匿名の密告メールを俺に転送したらしいんだが‥‥。俺はそもそもあのメールの内容自体が、冬哉がねつ造したウソだったんじゃねえかと疑ってる」




【里奈】

「なぜ、部長がそんなウソを？」




【秋善】

「‥‥分からねえ。だから一度、問い詰めたんだ」




【里奈】

「部長は、なんて‥‥？」




【秋善】

「いや‥‥その時は、話をはぐらかされちまった。その態度を見て、俺はさらに冬哉が怪しいと感じたんだよ」




【里奈】

「部長が‥‥ウソを‥‥？」




【秋善】

「突破口があるとすれば、もうアイツしかいねえよ。里奈、午後は総務部へ行くからそのつもりでな」




【里奈】

「は、はい‥‥」




　私は緊張で胸を高鳴らせながら、取締役の背中を追いかけた。

　しかし──。

　午後になって総務部に意気揚々と乗り込んだものの、そこに冬哉部長の姿は無かった。




【秋善】

「‥‥ダメだ。冬哉のヤツ、今日は無断欠勤してるってよ」




　社員に話を聞いていた取締役が、私の元へ戻ってくる。




【里奈】

「無断欠勤‥‥？」




【秋善】

「まったく‥‥。部長のクセに何やってんだよ」




　取締役は髪をかきむしり、大きなため息をついた。

　──私たちは何の収穫も得られないまま、総務部を後にした。

　廊下を歩き出してすぐに、取締役がつぶやいた。




【秋善】

「‥‥だが、これでアイツはさらに怪しくなったな」




【里奈】

「そうですか‥‥？」




【秋善】

「ああ。雲行きが怪しくなってきたと思ったら、すぐに安全な場所へ身を隠す。いかにも冬哉らしい‥‥」




　と、その時──。

　私は背中に刺すような視線を感じて、振り返った。




【青木】

「‥‥ああ、どうも。お疲れ様です」




【里奈】

「青木さん‥‥？」




　そこには、引きつった笑みを浮かべている青木さんがいた。




【里奈】

（青木さん、もしかして‥‥私たちの話を聞いてた？）




　──気になってチラッと隣を見ると、取締役も私と同じように感じたらしく、訝しげに眉をひそめていた。




【秋善】

「おう、青木。俺に何か用か？」




【青木】

「いや‥‥取締役がここへいらっしゃるなんて、珍しいと思いまして」




【秋善】

「総務部へはこないだ、来たばかりだろ？」




【青木】

「ああ‥‥そうでしたね。失礼しました」




　青木さんはあいまいな笑みを浮かべて、逃げるように廊下を歩き出した。




【秋善】

「青木！　ちょっと待て！」




【青木】

「はい‥‥何でしょう？」




【秋善】

「なぜ、俺たちの話を盗み聞きしていた？」




【青木】

「いえ、そんなことは‥‥まさか」




【秋善】

「ちょいと話してぇんだが‥‥取締役室まで来てくれるか？」




【青木】

「‥‥‥‥」




　──取締役の威圧するような態度に屈して、青木さんは力なく、こくりと頷いた。

　──取締役室に連れてこられた青木さんは、取締役に恫喝まがいに厳しく尋問された。




【青木】

「ですから、私は何も‥‥。ただ通りかかったら、お２人がいたので‥‥」




【秋善】

「おい青木、俺のカンを舐めるなよ？　一体何を隠していやがる？　洗いざらい話せ！」




　──青木さんは観念したようにため息をついて、取締役に向き直った。




【青木】

「‥‥分かりました。すべて話します。私は、表向きは三響の社員ですが‥‥」




　青木さんの表情が、急にきりっと引き締まる。




【青木】

「‥‥本当は公安の捜査官です」




【秋善】

「な‥‥何だとっ!?」




【里奈】

「そんな‥‥‥‥！」




【青木】

「青木雄大と言うのは偽名で、本名は青木学といいます」




【秋善】

「公安の人間が、なんで三響にいるんだよ!?」




【青木】

「私の同僚だった‥‥三島雪の事件を捜査するためです」




【秋善】

「待て、お前の同僚だとっ!?」




【里奈】

「そんな‥‥。雪さんも公安の人だったんですか？」




　──私の言葉に、青木さんは表情を変えずにこくりと頷いた。




【青木】

「彼女は神九条グループと中国華僑の黒い関係を調べるために、公安から送り込まれた潜入捜査官でした」




【秋善】

「チャイニーズマフィアか‥‥色々と噂は聞いている。なるほど、お前らは秀明と古泉に目を付けていたんだな？」




【青木】

「その通りです。しかし捜査の途中、三島雪は‥‥」




【秋善】

「‥‥消されてしまった？」




【青木】

「現段階ではあくまで、その可能性が高い‥‥とだけ言っておきます」




　青木さんは無言のまま顔を背けて、悔しそうに唇を噛んだ。




【秋善】

「なるほどな。三島といい、お前といい‥‥。なんか臭うなと思っていたが‥‥そう言う事だったのか」




　取締役はソファに深くもたれて、腕組みした。




【秋善】

「なあ、青木‥‥。お前に１つ確認しておきたいことがある。そもそもスパイのお前がウチに採用されたって事は、すなわち‥‥採用した冬哉も、公安と繋がりがあるって事か？」




【青木】

「いいえ。冬哉部長はまだ私の正体を知りません。しかし‥‥」




　青木さんはそこで言い淀んで、視線を泳がせた。




【秋善】

「しかし‥‥何だよ？」




【青木】

「今さら隠しても仕方が無いので、お話しますが‥‥。社内に、私や三島の正体に誰よりも早く気付いた人間がいます」




【秋善】

「‥‥誰だ？」




【青木】

「‥‥春樹社長です」




【秋善】

「‥‥‥‥！」




【里奈】

「では今、社長と青木さんは繋がりがあるんですね？」




【青木】

「ええ。春樹社長は私の正体を知りつつも、最終的に泳がせるという選択をしました。秀明専務と古泉相談役を牽制するための、手駒にしようとお考えになったのでしょう」




【秋善】

「まあ、そうだろうな。兄貴が考えそうなことだ」




【青木】

「しかし私としてもそちらの方が動きやすく、何かと都合が良かった」




【秋善】

「つまり‥‥持ちつ持たれつ、ということか」




【青木】

「ええ、仰る通りです」




【秋善】

「‥‥表向きは何も知らないって顔をして、手の内を見せないのはいかにも兄貴らしいな」




　取締役が苦々しそうに、口の端を歪める。




【青木】

「秋善取締役。私は公安の重要機密をあえて貴方に話したのです。交換と言ってはなんですが‥‥私と取引をしてくれませんか？」




【秋善】

「‥‥何だって？」




【青木】

「正直なところ春樹社長は私の中で、信用が置けない人物なのです」




【秋善】

「‥‥と、言うと？」




【青木】

「まずあの方は心の内、真意が全く読めない。日頃から裏で何やら画策しているようですが、その影すら踏ませない」




【秋善】

「当然だ。兄貴はそういう、したたかな男だよ」




【青木】

「‥‥そこで私としては、ぜひ秋善取締役と密な関係を築き、謎に包まれた三島雪の事件を、一刻も早く解決に導きたいのです。しかし春樹社長を安易に信用してしまった場合、いつどこでバッサリと切り捨てられるか‥‥不安なのです」




【秋善】

「‥‥そうなる可能性は大いにあるな」




【青木】

「もし取引に応じて頂き、三島雪の事件の捜査が無事に終了したら‥‥。その時は三響グループの次期後継者争いにおいて、私は秋善取締役を全面的に支援させて頂きます」




【秋善】

「‥‥なるほど」




【青木】

「私がこれまでに収集した情報は、必ずや取締役のお力になるはずです」




　──取締役は天井を見上げながら、しばらく何かを考えていた。




【秋善】

「青木‥‥。お前も結構したたかなヤツだな？」




【青木】

「したたかでなければ、潜入捜査などできません」




【秋善】

「いいだろう。その取引、乗ってやるよ」




【青木】

「‥‥ありがとうございます」




【里奈】

「取締役‥‥。そんな簡単に返事して、大丈夫ですか？」




【秋善】

「ん？　別に大丈夫だろ？」




【里奈】

「取締役は一度、その公安に殺人容疑まで掛けられたんですよ？」




　私があわてて耳打ちすると、取締役は高らかに笑った。




【秋善】

「そんなのは、過ぎたことだよ。昨日の敵は今日の味方‥‥ってな」




【里奈】

（‥‥器が大きいと言うか、何て言うか‥‥）




　私は感心しつつ、大声で笑っている取締役の横顔を見つめた。




【秋善】

「という訳で、取引には応じる。ただし‥‥１つ条件がある」




【青木】

「‥‥何でしょう？」




【秋善】

「お前に、里奈の出生の秘密について調査を依頼したい」




【里奈】

「えっ‥‥!?」




【青木】

「‥‥水之瀬さんの？」




【秋善】

「詳しい事情は後で話すが‥‥。とにかく俺や里奈個人にとって、また三響グループにとってもおそらく重要な調査になる。‥‥やってくれるか？」




【青木】

「‥‥‥‥」




　青木さんはあごに手を添えて、しばらく考えていた。




【青木】

「‥‥いいでしょう。さっそく調べましょう」




【秋善】

「よし、決まりだな！」




　取締役は笑顔で立ち上がり、青木さんと握手を交わした。




【青木】

「では‥‥取引が成立したということで、後日改めてお話を」




【秋善】

「ああ。調査の件、頼んだぞ？」




【青木】

「ええ、お任せください」




　青木さんは不敵にニヤリと笑い、取締役室から出て行った。

　それを見届けて、取締役がソファにどっかりと座り直す。




【秋善】

「ふぅ‥‥。まさかアイツが公安の犬だったとはな」




【里奈】

「雪さんもそうだったなんて‥‥何だか、ショックです」




【秋善】

「まあ何にしろ、あの男を味方に引き込めたのは心強い。兄貴がいつまでも手元にジョーカーとして残しておいたら、きっと取り返しのつかない事になっていたぜ」




　──取締役が肩をすくめると、ドアが開いて取締役の部下が興奮気味に飛び込んできた。




【部下】

「秋善取締役！　お伝えしたいことが‥‥！」




【秋善】

「おい、入室時はノックしろよ」




【部下】

「あっ、これは失礼しました。つい興奮して‥‥」




【秋善】

「‥‥で、お前がそこまで興奮するような報告って何だよ？」




【部下】

「はい、これです！」




【秋善】

「‥‥これは‥‥!?」




　──部下が差し出した書類は、銀座ゴッドパレス計画の経過報告書だった。




【秋善】

「お、おい‥‥待てよ。こんなに売上、上がってんのか!?」




【部下】

「私も驚いております。この分だと、売上が大幅に予算を上回りそうです！」




【秋善】

「こりゃすげえ‥‥。想像以上だ」




【部下】

「この景気の良い報告を受けて、社員一同の士気も、さらに上がってますよ！」




【秋善】

「良くやった！　お前らを信じて良かったぜ！」




　取締役はソファから跳ねるように立ち上がり、派手にガッツポーズをした。




【秋善】

「よし、後でお前ら全員に臨時ボーナスくれてやるからな！　俺は、お前らを信じてる。これからも頼んだぞ！」




【部下】

「はっ、はい！　光栄です！」




　──部下は興奮冷めやらぬ顔で、取締役室から出て行った。

　取締役はそんな部下の背中を、目を細めながら見ていた。




【里奈】

「良かったですね、取締役」




【秋善】

「ああ。良い時もあれば悪い時もある。人生、山あり谷あり‥‥ってな。まあ、ジェットコースターみてぇなもんか」




　取締役が私の前に立ち、優しげな瞳で見つめてくる。




【秋善】

「里奈‥‥」




【里奈】

「取締役‥‥」




　──取締役が腕を伸ばしてきて、ふわりと包み込むように私を抱きしめる。




【秋善】

「これだけ結果を出せば、さすがにオヤジも俺を認めてくれるだろ。三響グループの次期後継者は‥‥この俺だ」




【里奈】

「きっと‥‥大丈夫ですよ」




【秋善】

「‥‥ありがとな、里奈」




　取締役は耳元でささやくように言って、私をさらに強く抱きしめた。




【秋善】

「すべてが決まるオヤジの誕生日まで、あと４か月か。‥‥もう少しだな。それまでには、お前の出生の秘密も、何とかしてやりてぇな‥‥」




　──取締役は私のあごに手を添えて、そっと唇を重ねてきた。

　甘いシトラスの香りに包まれながら、私は取締役のキスに身を委ねた。




【里奈】

「んっ‥‥取締役‥‥」




【秋善】

「里奈‥‥」




　取締役が私の唇の上で、そっと自分の唇を滑らせる。

　──羽根で撫でるような優しいキスを繰り返した後、取締役は私の唇の間から、熱く濡れた舌を差しこんで来た。




【里奈】

「んんっ‥‥！」




　私は取締役の腕にすがりながら、舌を絡めた。

　次第に、頭の中がぼうっと白くかすんでいく──。




【秋善】

「お前‥‥今日はやけに積極的だな？」




【里奈】

「そんなことないです‥‥」




　取締役はとろんとした私の瞳を覗きこみながら、ちょっと意地悪な笑みをこぼした。




【秋善】

「お前とするキスは‥‥やっぱり最高だよ」
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　取締役がそう言って、私の首筋にキスを落とした時──。




【秋善】

「‥‥あれ？　もうこんな時間かよ？」




　取締役が眩しそうに目を細めながら、窓の外の夕陽を見る。




【里奈】

「あ、ほんとだ‥‥。そろそろ退社の時間ですね」




　──私たちはそっと、お互いの身体から離れた。




【秋善】

「今日はほんと、バタバタしてたな」




【里奈】

「はい。１日があっという間でしたね」




　取締役はフッと微笑んで、私に向き直った。




【秋善】

「里奈、退社したら21時に改めて、ここの隣のビル『アレグラメンテ』に来てくれないか？」




【里奈】

「え‥‥なぜですか？」




【秋善】

「まあそれは、21時になれば自然と分かるだろ」




【里奈】

「はい、分かりました‥‥」




【秋善】

「あっ、それと大事なことをひとつ！　俺が以前、お前にプレゼントしたドレスがあるだろ？　それを忘れずに着て来てくれ。いいな？」




【里奈】

「はい‥‥ドレスですね？」

（確かに取締役には以前、高級なシルクのドレスをプレゼントしてもらったけど‥‥）

（急に着て来いなんて、どういうつもりだろう？）




　──私は首を傾げながら、夕陽に包まれる取締役室を出た。

　会社から帰宅すると、がらんとした寂しい部屋が私を出迎えた。

　昨晩出ていったジョージの、帰ってきた痕跡も見当たらない。




【里奈】

（やっぱり‥‥１人きりの部屋って寂しいものだな）

（ジョージ、どこに行っちゃったんだろう？）




　──私は寂しさを感じつつも、取締役との約束があったので、ひとまずドレスを用意することにした。

　ドレスに着替えた私は、自宅の近くでタクシーを拾った。




【里奈】

「‥‥アレグラメンテまで」




【運転手】

「アレグラ‥‥ああ、三響のビル？」




【里奈】

「そうです、お願いします」




【運転手】

「かしこまりました」




　運転手はバックミラー越しに私のドレスをチラチラ見ながら、車をゆっくり発進させた。

　──タクシーが走り出してすぐに、ケータイに非通知で電話が掛かってきた。




【里奈】

（非通知‥‥？　誰だろう？）




　訝りながら電話に出ると──。




【ジョージ】

『‥‥おう。元気か？』




【里奈】

「ジョージ！　急に出ていくから、心配したんだよ？　今、どこにいるの？」




【ジョージ】

『‥‥それはナイショだ』




　──ジョージが素っ気なく答える。




【里奈】

「ナイショって‥‥どうして？　どうしてあの時、急にいなくなったの？」




【ジョージ】

『‥‥それは‥‥』




　ジョージは一瞬だけ言葉を詰まらせて、静かに言った。




【ジョージ】

『もうアンタの傍には、居てやれねーんだよ』




【里奈】

「え‥‥‥‥どうして？」




【ジョージ】

『理由は言えねーけど、これでお別れだ。アンタと過ごした時間‥‥マジで楽しかったよ』




【里奈】

「ねえ‥‥ジョージ。何を言ってるの？　さっきから、言ってる意味が分からないんだけど」




　──ジョージは私の言葉を遮るように、ため息をついた。




【ジョージ】

『あのまま、アンタとずっと一緒に居られたら幸せだったんだろうけど……』

『もう‥‥それも無理だ』




【里奈】

「‥‥ジョージ？　急にお別れだとか言われても、私は‥‥」




【ジョージ】

『‥‥オレとアンタに、同じ血が流れていなければ‥‥きっと、本気で口説いてたんだけどな‥‥』




【里奈】

「同じ血‥‥？　ど‥‥どういうこと!?」




　突然の告白に私はすっかり動転して、気付けば大声を上げていた。

　するとジョージが、急に明るい口調になって言った。




【ジョージ】

『なあ、前から言おうと思ってたんだけどさー、アンタ‥‥やっぱ極上の美人だよ。そのドレスも、すげー似合ってるしな？』




【里奈】

「えっ‥‥？」




　私は反射的に、自分の着ているドレスを見た。




【里奈】

（もしかして、すぐ近くにいるの‥‥？）




　──あわてて後方を振り返ると、道の真ん中にケータイを耳に当てたジョージが立っている。




【ジョージ】

「‥‥‥‥‥‥‥‥」




【里奈】

「ジョージ‥‥‥‥！　運転手さん、すみません！　止めてください！」




【運転手】

「えっ？　は、はい‥‥」




　運転手が戸惑いながら、急ブレーキをかける。

　それと同時に、ケータイからジョージの声が聞こえてきた。




【ジョージ】

『‥‥人は我々の一人のように、善悪を知る者となった』

『今は手を伸ばして命の木からも取って食べ永遠に生きる者となるおそれがある』




【里奈】

「え‥‥‥‥？」




【ジョージ】

『オレは禁断の果実を口にして、エデンの園を出る決意をした。‥‥それだけだ。じゃあな』




　──電話はそこで、ブツリと切れた。




【里奈】

「待って‥‥ねえ、ジョージ！　待ってよ！」




　ジョージの声はもう、聞こえなかった。

　通話口から漏れてくるのは、ツーツーという冷たい音だけだった。




【里奈】

「‥‥すみません、降ります！」




　私は弾かれるようにして、車の外へ飛び出した。

　──タクシーから降りた私は、ジョージを探して歩き回った。

　しかし──ジョージの姿は、もうどこにも無かった。




【里奈】

（ジョージ‥‥どこへ行っちゃったのよ‥‥？）

（私とジョージに同じ血が流れてるって、どういうことなの？）

「ねえ教えてよ、ジョージ‥‥！」




　しかし私の声は、路上を吹き抜ける冷たい夜風にかき消されてしまった──。

　その後、私は約束の21時ぴったりに取締役の待つアレグラメンテに到着した。

　「アレグラメンテ」は、三響ホールディングスが所有するビルで、本社ビルに隣接している。




【秋善】

「おう、待ってたぞ」




　タクシーから降りると、真っ赤なバラの花束を抱えた取締役が立っていた。




【秋善】

「やっぱり‥‥良く似合ってるぜ、そのドレス」




　取締役がにっこり笑って、私にバラの花束を差し出す。




【里奈】

「取締役‥‥どうしたんですか、こんな花束まで‥‥」




　私が戸惑いながら花束を受け取ると、取締役は照れ臭そうに、鼻の頭をかいた。




【秋善】

「いや、まあ‥‥サプライズってやつだな。とにかくここからは、２人でゆっくり食事でも楽しもうか？」




【里奈】

「はい‥‥」




　私は胸にバラの花束を抱えて、取締役の後に続いた。

　──私たちはアレグラメンテの上階にある、高級フレンチレストランでディナーをすることになった。

　店内には生演奏のピアノの調べが流れ、窓の外を見れば、ネオンの光に包まれた夜の街が広がっている。




【秋善】

「うん‥‥美味い。やっぱりここのフレンチは最高だな！」




【里奈】

「はい‥‥」




　私は上機嫌にワインを飲んでいる取締役から、目を逸らした。

　ついさっき別れたばかりのジョージのことが気になって、食事も取締役との会話も、心から楽しめないでいた。




【里奈】

（ジョージ‥‥どうして急に‥‥？）




　──うつむいていると、取締役が私の顔を覗きこんできた。




【秋善】

「‥‥どうした？　何かあったのか？」




【里奈】

「えっ‥‥」




【秋善】

「さっきからどうも、様子がおかしいんだよな。話してみろよ？」




【里奈】

「‥‥‥‥‥‥」




　私は何も答えることが出来ず、ただうつむくばかりだった。

　すると取締役がいきなり席を立って、私の隣までやってきた。




【秋善】

「‥‥言いたくなきゃ、何も言わないでいい」




【里奈】

「取締役‥‥」




　取締役が私の肩にそっと腕を回して、抱き寄せる。




【秋善】

「お前ひとりで、苦しみを抱える必要はねえよ」




　取締役が優しい口調で言って、さらに私の身体を抱き寄せる。




【里奈】

「はい、ありがとうございます‥‥」




　私は無言のまま、取締役の肩に頭をもたせ掛けた。




【里奈】

（取締役の声を聞いているだけで、何だか落ち着くな‥‥）

（やっぱり、私の中で取締役の存在って‥‥大きいんだ）




　その事に気付いて、私は胸がドキドキと高鳴るのを感じた。

　──すると取締役が、急にソワソワし始めた。




【里奈】

「‥‥どうしたんですか？」




　きょとんとする私に、取締役が口ごもりながら言う。




【秋善】

「ちょ‥‥ちょっと、目ぇ閉じてろ」




【里奈】

「いえ、でも‥‥」

（また、キス‥‥？　正直、今はそんな気分じゃないんだけど‥‥）




【秋善】

「いいから、早く閉じろよ？」




【里奈】

「分かりましたよ‥‥」




　私はしぶしぶ、目を閉じた。




【秋善】

「まったく‥‥こんな時に、締まんねえなぁ‥‥」




　私の隣で、取締役がモゾモゾと動く気配がする。




【里奈】

（一体、何をしてるのよ？）




【秋善】

「‥‥よし、開けていいぞ」




　私はゆっくりと、目を開けた。

　すると──私の目の前で、取締役が跪いていた。

　その手には、きらりと光る指輪があった。




【里奈】

「あっ‥‥‥‥！」




【秋善】

「ったく‥‥。バラの花束に夜景、高級レストラン‥‥。女が喜びそうなもんをこれだけそろえたのに、タイミングが悪かったみてぇだな」




　取締役は拗ねたように唇を尖らせて、私に指輪を差し出した。




【里奈】

「あの‥‥これは‥‥？」




　取締役は、真剣な顔で私の瞳を見つめながら言った。




【秋善】

「お前とずっと、一緒に居たい。お前が居れば、俺は何をやっても勝てる」




【里奈】

「‥‥‥‥」




【秋善】

「お前がいつも俺を助けてくれたように‥‥。これからは俺が、お前を助けてやるよ。お前が背負ってきた悲しみ‥‥これからは全部、俺が背負ってやる」




【里奈】

「‥‥取締役‥‥‥」




　私は震える手で、差し出された指輪を受け取った。




【秋善】

「里奈‥‥！」




　取締役はすっくと立ち上がり、私の身体を強い力で抱き寄せた。




【秋善】

「やっぱり照れくせぇな、こういうの‥‥」




【里奈】

「本当に嬉しいです。ありがとうございます」




　──私は取締役の腕の中で、そっと目を閉じた。

　取締役はそんな私を、無言のままいつまでも抱きしめていた。




【里奈】

「‥‥珍しいですね？」




【秋善】

「え？　何がだよ？」




【里奈】

「だって、この状態でキスもしないなんて‥‥」




【秋善】

「バカ、俺だってプロポーズ成功の余韻に浸りてぇんだよ！」




　そう言って照れ臭そうに顔を背ける取締役を見ていたら、胸の奥底から、嬉しさと愛しさがこみ上げてきた。

　私は感情のままに、取締役の逞しい腕にぎゅっとすがりついた。




【里奈】

（ジョージのことは、まだ気がかりだけど‥‥）

（取締役と一緒ならきっと、これからどんな試練も乗り越えられる‥‥）




　取締役のプロポーズの言葉が嬉しくて、頼もしくて──。

　私は思わず、目頭が熱くなった。

　──その時、取締役が急にパッと、私の身体から離れた。




【秋善】

「よし、そうと決まったら行くか！」




【里奈】

「え、行くって‥‥どこへ？」




　取締役はニヤリと笑って、上を指差した。




【秋善】

「上の階だよ。部屋を取ってある」




【里奈】

「えっ‥‥」




【秋善】

「幸せな気分には、充分浸ったけどよ‥‥。腕の中に獲物がいて喰わねえなんてことになっちゃ、獣の名が廃るだろ！」




【里奈】

「もう、取締役‥‥」




　呆れてため息をつく私の前で、取締役はいつものように高らかに笑った。

　私もその笑い声に釣られて、プッと噴き出してしまう。




【里奈】

「最後にはやっぱり、そうなるんですね？」




【秋善】

「‥‥それだよ、それ」




【里奈】

「えっ‥‥何ですか？」




【秋善】

「その笑顔だよ。やっぱりお前の笑顔には‥‥敵わねえよ」




　──取締役はすばやく私の肩を抱き寄せると、あっという間に私の唇を奪っていった。




【秋善】

「‥‥‥‥」




【里奈】

「あっ‥‥！！」




【秋善】

「‥‥ごちそうさま。いや‥‥メインディッシュはこれからだったよな？」




　取締役はおどけたように言って、いきなり私の身体を抱え上げた。




【里奈】

「きゃっ！　ちょっと取締役‥‥！」




　──お姫様だっこをされている私を見て、他のテーブルの客がクスクス笑っている。




【秋善】

「なあ、里奈‥‥」




　取締役が微笑みながら、私の顔を覗き込んでくる。




【秋善】

「これからも色々とあるだろうが、一緒に乗り越えて行こうな？」




【里奈】

「はい‥‥！」




　──私は取締役の腕の中で、満面の笑みで頷いた。




【秋善】

「‥‥よし。行くぜ？」




　取締役が私を抱えたまま、駆け出す。

　私は幸福感に包まれながら、取締役の腕の中でそっと目を閉じた。

　２人でなら、どんな過酷な運命も試練も乗り越えられる──そう信じて。

　──里奈がアレグラメンテに向かっていた最中──。




【ジョージ】

「‥‥‥‥」




【？？】

「最後のお別れは済んだ？」




【ジョージ】

「‥‥うるせーよ」




　街の喧騒の中、ジョージと冬哉がたたずんでいた。




【冬哉】

「‥‥わかってるよね、ジョージ。あの子はもう僕たちとは別々の道を歩み始めたんだ。もう、無意味な情けは必要ないよ」




【ジョージ】

「ああ‥‥わかってる。俺たちはもう、アイツの敵になっちまったんだからな‥‥。無様にのたれ死ぬ覚悟はできてる」




【冬哉】

「それは何より。でも、勘違いはしてほしくないな。勝つのは、絶対に‥‥僕たちだよ」




【ジョージ】

「‥‥‥‥」




　ジョージは冬哉の不敵な言葉に何も返さず、里奈を乗せたタクシーが消えていった道の先を見つめていた──。

　深夜、神九条春樹は自宅の部屋で、謎の青年と酒を酌み交わしていた。

　２人はカクテルを飲みながら、チェスの対戦の真っ最中であった。




【？？】

「‥‥いいの？　こんなにまったりしてて？　周りが結構、騒がしくなってきたみたいだけど？」




【春樹】

「‥‥いいのさ。どうせ最後に笑うのは私だからね」




　春樹は余裕の表情で、ビショップの駒を動かした。




【？？】

「あっ、それ、待って！」




【春樹】

「さて‥‥チェックメイトまで、あと何手かな？」




【？？】

「ほんと強いよね～。もう俺の負け、確定だよ」




　──青年がぶ然とした顔で、ソファに身を投げ出す。




【春樹】

「まだ勝負が決した訳じゃないだろう？」




【？？】

「いや、もうほとんど決まったも同然だって」




【春樹】

「さあ‥‥どうだろう？」




【？？】

「でも‥‥俺がついてるからって、あまり油断しちゃダメだよ？」




【春樹】

「‥‥‥‥‥‥」




　春樹は冷ややかな微笑を浮かべながら、キングの駒を手に取った。

　もう一匹の強大な獣──神九条春樹は、百獣の王となるその日のために、闇の中で静かに牙を研いでいたのだった──。

　～ＥＮＤ～
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